
Ⅰ　はじめに

Ⅰ－１　目的

　経済地理学や工業地理学のみならず，経済学な

どの近接諸科学においても，近年，工業集積地が

再び注目を受けている。近年の研究に注目すると

地方工業集積地に関して数多くの研究がなされて

おり，とくに岩手県北上地域���や新潟県燕・三条

地域��，そして本調査対象地域である長野県諏

訪・岡谷地域���に関する研究の成果によって，地

方工業集積地の連関構造やその形態などが明らか

にされている。

　本稿は，このような地方工業集積地の１つであ

る長野県岡谷市に関する基礎的な資料を提供する

ことにより，機械工業をはじめとする岡谷市研究

の一助になることを期待するものである。具体的

には第Ⅱ章で岡谷市工業の歴史に触れ，それに続

く第Ⅲ章では現在の岡谷市における工業の分布を

詳しく見る。また，第Ⅳ章では年次を追って，中

心市街地の土地利用変遷を分析し，第Ⅴ章では企

業の受け皿側である長野県や岡谷市といった行政

側の工業に対する取組みを考察してゆく。なお，

現地調査は２００４年５月２３～２８日に行われた。

Ⅰ－２　従来の研究

　諏訪・岡谷地域の精密機械工業の集積は，以前

から注目されており，近年でも多数の研究がなさ

れている。

　第２次世界大戦前にはわが国の製糸業の先進地

であった諏訪・岡谷地域の工業は，旧川岸村など

の周辺地域の農業形態に影響を与えながら発展し

た。製糸業の没落とともに当地域には失業者が潜

在的に増加し，余剰となった労働力がその後の当

地域の機械工業を飛躍的に発展させる前提条件に

なったといわれている��。青木���は，岡谷市に立

地する工場は生産機能を中心としており，そのよ

うな工場の労働力は，その大部分を地元に依存し

ていることを指摘した。当地の農業に関しては，

専業農家はほとんどみられず，住民は機械金属工

業とのかかわりが大きい。このような就業構造は

かなり以前から形成されていた。

　戦後，精密機械工業への発展を遂げた岡谷市

は，時計・カメラ・オルゴール等の「小物の切削

部品」の製造を得意とし，「東洋のスイス」として

名を馳せた。しかし，高度経済成長期には，岡谷

市に立地している工場の上・下伊那地域への転出

が盛んとなる。山口���によると，このような岡谷

市からの工場転出は，１９６０年代からすでに始まっ

ており，その転出理由として市内の工場用地が狭

いこと，１９７０年代すでに労働力不足による賃金の

上昇があったことが挙げられている。さらに１９９０

年代になると，諏訪地域からアジア（おもに中

国，香港，シンガポール）への海外進出が盛んに

行われている。大企業の海外進出に加えて，１９９４
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年ごろからは地元中小企業が有力な取引先の海外

生産転換に付随し，海外に転出する傾向が顕著と

なった��。

　関���によると，１９７０年代中頃からのマイクロエ

レクトロニクス化により，電子部品への代替や部

品点数の激減という事態に陥り，さらには生産地

の台湾・香港・中国への移行に直面した。諏訪・

岡谷地域の工業は，セイコー社（現，セイコーエ

プソン）を頂点とした企業城下町的な性格が強く，

親企業の海外事業戦略は地域企業に大きな影響を

与え，下請企業を存亡の危機に立たせた。京谷��

は，岡谷市では１９８０年代に既に，産業構造や企業

の事業内容の転換が起きていたと指摘している。

このように，少数の大企業を頂点として地域内で

完結していた生産体制は，大企業の生産拠点の海

外移転や事業の再構築などに伴い崩壊した���。

　一方で，鹿島����は諏訪地方におけるプリント配

線板製造業に注目し，当該産業の集積は先発産業

からの独立，精密工業からの参入によって形作ら

れたこと，地域的条件として，精密工業の興隆に

よって培われた技術的基盤と，それを有効に活用

した先覚者の存在を指摘した。さらには，業者群

の社会的つながりが密であり，情報交換や競争意

識を通じて技術の向上を図ったことなども大きな

役割を果たしたとしている。

　このような状況の中で，中小企業の経営者たち

はさまざまな努力を行っている。一例として，

�１９９０年には岡谷市の中小企業を中心に近隣の企業

を含む１２社で異業種交流グループ「����（����

��������	
��	�	��������，ニオム）」の結成が注

目されている。����は，個別企業の主体性・自

立性が強く尊重されており，企業経営を検討する

場として機能している。現在は東アジア諸国に進

出し，その活動を広く展開している���。また，山

本・松橋����は����で創造される暗黙知が個々の

企業にとって重要であり，それがイノベーション

創出に間接的に有用であると推察した。さらに，

�１５０の企業が連携して設立された「諏訪バーチャ

ル工業団地」など新しい中小企業のネットワーク

形成と地方自治体の施策に注目し，諏訪市・岡谷

市・下諏訪町といった自治体の枠を超えたネット

ワークの必要性を述べている���。

　地域活性化には企業の努力だけでなく，行政や

経済団体などが一体となって活動することが望ま

しい。「基盤的技術産業集積」を保有している数少

ない地方企業の一つである岡谷市は，地元企業と

行政が一体となって工業による地域活性化を推進

している。田中����の分析によると，岡谷市の計画

は地域技術の発展を目指し，産業転換から社会転

換をも含んだ計画となっているが，企業へのアン

ケートや聞き取り調査の結果では，企業が求めて

いるものと行政の対応が必ずしも一致しておら

ず，この解消が双方にとって大きな問題であると

指摘している。

Ⅰ－３　研究対象地域の概観

　岡谷市は長野県のほぼ中心に位置し，松本市・

塩尻市・諏訪市・下諏訪町および辰野町に隣接し

ている（第１図）。諏訪湖の北西岸に面し，ここ

から諏訪湖は天竜川となって流れ出ている。当地

域は諏訪盆地であり，気候は内陸性で，寒暖の差

が大きい。夏季は湿気が少なく冷涼なため過ごし

やすく，冬季は晴天に恵まれ積雪に悩まされるこ

とは比較的少ない地域である。２００４年３月現在，

岡谷市の人口は５５，�４７２人，世帯数は２０，�１３２世帯で

あり，工業都市として知られている。

　市の北部には塩尻峠があり，南部を諏訪湖，周

囲を山地に囲まれた山がちな土地である。それ

は，市の地目を見ても明らかである。２００４年１月

現在の岡谷市総面積は８５．�１９���であり，うち宅地

�６．�８２���（８．０％），田畑４．�０７���（３．�３％），山林・

原野３１．�８８���（３７．４％），その他保安林や道路・公

園などが４２．�４６���（４９．�８％）を占めている。宅地

または工場用地として使用できる比較的平坦な土

地は諏訪盆地に集中しており，市街地は諏訪湖周

辺に形成されている。

　岡谷市を含む諏訪湖北岸地域は，古くからの交

通の要衝であった。岡谷市北西の塩尻峠は標高約

�１，�０００�で，太平洋側と日本海側の分水嶺をなし

ている。１６１４（慶長１９）年に，それまで小野峠越
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えであった中仙道が，塩尻峠越えに改められた。

このため中山道は下諏訪町の和田峠を通り，岡谷

市内を抜けて塩尻峠を越えてゆくこととなり，往

来が盛んとなった���。また，下諏訪町には甲州街

道が，岡谷市長地地区には三州街道が合流してい

た。もともと綿産地域ではなかった諏訪地域に，

甲州方面や大阪方面から綿が移入され，当地域の

先行産業である綿引業がもたらされたのであ�

る���。綿花の生産地ならびに綿製品の消費地の双

方にアクセスしやすい位置に岡谷は位置してい

た。この立地条件の良さはその後の座繰製糸にも

いえることであり，交通条件の良さが，岡谷が工

業都市となる一因になったのである。現在，市内

には��中央本線や中央自動車道が通り，大都市

工業地域である東京や名古屋とはおよそ２時間半

で行き来が可能であり，交通利便性が高い。
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Ⅱ　岡谷市における工業の展開

　本研究の対象地域である長野県岡谷市は諏訪湖

の北西岸に位置している。長野県の地域区分とし

ては「諏訪・岡谷地域」に属している。諏訪・岡

谷地域といった場合，諏訪湖畔に位置する岡谷

市・諏訪市・下諏訪町に加え，茅野市・富士見市・

原村の３市２町１村を指す場合が多い。この中

で，工業化の中心となっているのは岡谷市と諏訪

市，下諏訪町である。

　岡谷市工業の始まりは近世の農村における産業

にさかのぼる。本節では近世から第２次世界大戦

後の岡谷市の工業の歴史について，おもに岡谷市

史����を参考にして概観していく。

Ⅱ－１　製糸業から機械工業への変遷

（１）近世の製糸業

　近世，当地域の農家では副業として寒天，漆

器，鋸，綿打，養蚕，座繰製糸が盛んであった。

とくに，養蚕・製糸は後の工業発展に大きな役割

を果たすこととなる���。

　明治期の横浜開港以来，生糸は日本の重要貿易

品となり，さらに明治政府が養蚕・製糸を奨励し

たこともあり，大発展を果たした。岡谷市の前身

である平野村や川岸村でも早くから養蚕・製糸業

が盛んであった。このような養蚕業の発展によ

り，労働力の製糸業への集中や農地の製糸工場用

地への転換が起こった。

　明治期以来，岡谷市は製糸工業地帯として発展

してきたが，製糸業の発展に付随した金属工業も

また著しい発展をした。江戸期の金属工業として

は，鍬や鎌などの農鍛冶があったに過ぎなかっ

た。一方，明治期には平野村で鋸の製造が盛んで

あったが，これは次第に減少してゆく。この減少

には当地域が農業主体から製糸工業地帯に発展し

たことが大きく影響している。１８７２（明治５）年

に上諏訪の深山田製糸場の操業に伴い，諏訪地域

に機械製糸が導入され，座繰製糸から機械製糸へ

発展した。これにより農具主体の鍛冶職は製糸工

場用の小道具製作に転換を余儀なくされた。

　明治期末になると岡谷地方の製糸業は確立し，

工業規模も拡大していった。このころには１工場

�１，�０００釜を越える大工場も出現している。大正初

期の世界的な生糸生産の状況は，ヨーロッパは戦

争のために激減する一方で，アメリカでは戦時工

業の好景気により生糸需要の激増が起こり，日本

の生糸輸出は数年間好況となっていた。このよう

な背景により，大正期の当地域の製糸業は全盛期

をむかえた。しかしながら，１９２０（大正９）年１

月の糸価１梱４，�３６０円をピークに暴落が起こり，

同年８月には１，�１００円となった。これによる当地

域の製糸業への影響は甚大で，この年の設備釜数

３２，�３８６釜を最高として釜数は漸減してゆくことと

なる。この状況に対して，製糸業界では企業の再

編成や組合製糸を展開することで対応したが，

１９２６年以来の経済恐慌の影響により後退を余儀な

くされ，１９３０・３１年を境に休廃業工場が次第に増

加した。こうして養蚕・製糸業は急激に衰退して

いった。

（２）軍需工場への転用

　以上のような養蚕・製糸業の衰退を契機に，長

野県では産業の転換が叫ばれるようになる。そし

て１９３７年の太平洋戦争勃発によって，従来の製糸

業の転換は決定的なものとなった。同年に「地方

工業化委員会」が設置され，養蚕・製糸業への偏

重を改めることが目指されたのである。この方策

によると，岡谷市を中心とする地域では，金属工

業・機械器具工業・紡績工業・製材木製品製造業・

食品工業が招致すべき地域工業として挙げられて

いる。製糸業の衰退に伴う，設備を整えた遊休工

場，豊富な余剰労働力の存在に加え，清浄な空気

などの自然条件が適していたことにより，当地域

は有数の工業分散地域とされた。

　１９３９年当時，従業者１，�０００人以上の工場は岡谷

市に３９工場あり，このうち３８工場が製糸工場で，

１工場が製糸機械器具製造工場であった。これら

の工場が軍需工場へと転換されていくことによ

り，岡谷市は多角工場都市へ転換してゆく。

　製糸業および関連産業以外で初めて当地域に建

設された工場は，１９４０年に新設された「田中ピス
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トンリング岡谷工場」（現，帝国ピストンリング岡

谷工場）である。この後新規工場の設立，製糸工

場の転用が次々と行われ，１９４２年には近藤製作

所，東京発動機株式会社，大和軽合金株式会社な

どの建設が計画された。

　同年の本土初空襲があってからは軍需工場の地

方疎開が全国的に進められた。長野県は中部山岳

地帯の防空的立地条件が良く，松本・塩尻・諏訪

湖北地帯は山岳工業基地とされた。この計画に基

づき，１９４４年には製糸１９工場が転用され，北辰電

気製作所や東京芝浦工業株式会社，沖電線，岡谷

光学，高千穂光学工場（現，オリンパスイメージ

ング株式会社）などの軍需工場が次々と立地した

のである。このように，岡谷地域は戦争末期には

軍需工場地帯へと変化した���。

　（３）戦後の工業転換

　戦時下において，製糸工場のほとんどが軍需工

場に転換するか廃業に追い込まれたが，終戦を迎

え，養蚕業は輸出品として見直されるようにな

り，岡谷の製糸工場も再び活気づいていく。終戦

前から考案されていた自動繰糸機は，終戦後の一

般機械工業の著しい進歩に伴い開発が進み，１９５７

年ごろから本格的に導入されるようになった。こ

れにより繰糸工の作業は自動化し，製糸は自動機

時代を迎えることになる。戦後１０年間で，戦前に

は及ばないものの，再成長を遂げた製糸業であっ

たが，１９５５年の７５工場をピークに再び衰退して

いった。１９８９年には機械工業の生産額が繊維工業

を上回り，製糸から精密への転換が起こっていた

ことがわかる。

　製糸業の復興が思わしくない一方で，戦中の疎

開工場を核とする機械工業は順調に展開していっ

た。１９５２年から５８年の機械工業の工場数・従業者

数は約２倍に増加し，とくに精密部門の伸びが著

しい。これを受けて，当時「東洋のスイス」とい

うキャッチフレーズが生まれたほどである。

　岡谷・諏訪地域の機械工業は大きく三つに分類

できる。（１）戦時中に中央から疎開してきた工場，

（２）地元資本の製糸機械器具工場が転化した工場，

（３）戦後にこれらの工場の分工場として設立され

た工場である。これらの工場は地域内でほぼ完結

した生産工程を成し，ピラミッド型の生産構造を

形成していた。そして，１９５５から６４年の高度成長

期，大企業に勤めていた従業者が次々に中小零細

工場を設立し，工場数の急増へと繋がったのであ

る。とくに，新興分野であったカメラやオルゴー

ル工場が激増した。

　１９６１年の工場調査によると，岡谷市内の工場の

納付先は４４．�５％が市内であり，県内まで拡大する

と実に９９．３％にも上る。また，別の調査によると

下請発注件数の８２．０％が諏訪地区内からのもので

あり，県内までとすると８８．９％を占める。このこ

とから，岡谷市に立地する工場の受発注連関は地

区内でほぼ完結していたことがいえる。

　１９６３年７月に松本・諏訪地区は内陸地域で唯一

の新産業都市指定地域となった。これは１９６２年に

成立した「新産業都市建設指定法」に基づくもの

である。これを受けて松本・諏訪地区は新産業都

市として『中部日本における太平洋ベルト地帯

と，日本海沿岸地域の中位に位置する内陸開発拠

点として，主要幹線交通施設の沿線を中心に，工

業開発を進めるとともに，農業の振興，および観

光にも充分配慮して「東洋のスイス」にふさわし

い，調和のとれた総合的な新産業都市の形成につ

とめる』としている。

　このような「新産業都市」指定の一方で，高度

成長の過熱から生じる矛盾や問題が顕在化し，「安

定成長」と呼び代えられた不況の波が既に１９６１年

ごろから当地域にも訪れていた。不況による倒

産・廃業の中で，当地区の下請企業群は大きく再

編されてゆく。地域内でほぼ完結していたピラ

ミッド構造は，この不況を契機に崩れ，関東への

直接従属化が進展するようになった。

　また，親企業の要求する精度の向上と品質の均

一化，納期の厳守，コストダウン等に対処するた

め，中小企業群は従来の労働集約的産業から，設

備合理化による資本集約産業への転換といった

「構造的変容」を進めた。精密機械中心からより多

様性を持つ各種機械工業への業務転換を示しつ

つ，全体としては大都市工業地帯への直接的従属
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を強めていったのである。

　中小下請企業を基盤とする脆弱な体質を持ちな

がらも，岡谷・諏訪地域の工業は１９７１年のドル・

ショック，１９７３年のオイルショックの際には，そ

れほどの打撃を直接受けなかった。だが，オイル

ショックを契機とした日本経済全体の不況期を迎

え，地域はこれまでにない深刻な事態に陥ること

になる。１９７５年にはヤシカが倒産，そして１９７６年

の諏訪市の東洋バルブ倒産は地元関連企業に大き

なショックを与えたのである。

　以上のように，第２次世界大戦前，岡谷市は世

界的に有名な生糸の産地であったが，現在では製

糸工場は数えるほどしか存在していない。かつ

て，製糸工場が使用していた広い工場用地と整っ

た設備，また，豊富な労働力を目的として，戦時

中には多くの工場が当地域に疎開したのである。

戦後はこれら疎開工場を基にし，精密機械・電気

機械工業を中心とする工業都市へと発展した。生

産品目は時計，カメラ，オルゴールなどの精密製

品が中心であり「東洋のスイス」とも呼ばれた時

期もあった。しかし，地域内に収まっていたピラ

ミッド型の受発注構造は次第に崩壊し，また受発

注の範囲は拡大した。現在，地元中小企業は，独

自に東アジアへの展開を進めるに至っている���。

縦の関連から横の関連を強めることで，近年，岡

谷市は新たな展開を見せている。

Ⅱ－２　工業統計でみる岡谷市の工業２２）

　次に，工業統計表を用いて近年の岡谷市製造業

の変化を見てみる。分析対象年は，１９７５年から

２０００年までの１５年間であり，５年おきにデータを

用いて分析を行う。分析対象の中分類は繊維，鉄

鋼業，金属製品製造業，非鉄金属製造業，一般機

械，電気機械，輸送機械，精密機械である．以下

では，繊維を除く上記の７業種を「機械金属７業

種」とする．

（１）岡谷市の全製造業

　岡谷市の製造業の事業所数は１９７５から９５年ま

で，１，�０００から１，�１００事業所の間で推移していた

（第１表）。事業所数のピークは１９９０年の１，�１２７事

業所である。１９９５年から２０００年の間に大きく減少

が見られる。事業所規模別に見てみると，この時

期に減少したのは従業者９人以下の小零細事業所

であることがわかる。各年を通して，従業者３００

人以上の大規模事業所は一桁であり，岡谷市の製

造業は中小企業，とくに９人以下の小零細事業所

が大きく数を占めていることがわかる。従業者数

は減少傾向にあり，９０年以降の減少の幅が大き

い。

　しかしながら，事業所数や従業者数の減少が，す

なわち岡谷市製造業の衰退を表しているわけではな

い。第１表を見ると，製造品出荷額，１人当たりの

付加価値額は，ともに増加している。とくに，１人

当たりの付加価値額の増加は顕著であり，２０００年に

は１９７５年のおよそ３倍になっている。これは製造業

に占める機械金属工業の割合が増加したことによ

り，これら二つの値も増加したのである。

（２）繊維と機械金属７業種

　次に，機械金属７業種と現在の機械工業の先行

産業である繊維について見てみる。ここでは各中
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１人当たりの
付加価値額
（万円）

製造品出荷額
（万円）

従業者数
規模別

総数
３００人以上３０�２９９人２０�２９人１０�１９人９人以下

�３１７．�８１０，�８８７，�６７６１６，�４９６８７３３９１２９７９９１，�０４８１９７５年
�５１５．�０１８，�０７３，�１２９１６，�１７６９５８６３１１５８２２１，�０６７１９８０年
�７３４．６２１，�６９３，�９９６１５，�９２４６７０６５１０６８４７１，�０９４１９８５年
�９９６．６２６，�２８１，�７３０１４，�９１１５７３５２１０９８８８１，�１２７１９９０年
１０５３．２２５，�４２３，�３７５１２，�７３２３６９５２�８７８０３１，�０１４１９９５年
�９６４．６２４，�４２１，�５６９１１，�８９６４６４４５�９０６８６��８８９２０００年

（工業統計表により作成）

第１表�岡谷市における製造業事業所数



分類の事業所数について，岡谷市製造業全体に対

する割合を見てゆく。

　１９７０年代，すでに岡谷市は精密工業地域として

の地位を確立するに至っていた。だが，第２図を

見ると１９７５年では繊維の事業所数が１１．�６％を占め

ており，精密機械，一般機械，金属製品製造業に

次ぐ事業所数であったことがわかる。７０年代後半

において，輸送機械を除く機械金属の６業種がそ

の事業所数の割合の増加を示しているのに対し，

繊維は大きく減少している。１９８０年には一般機

械・電気機械・金属製品製造業よりも事業所数が

少なくなり，当地における繊維産業の衰退が現れ

ている。その一方で，精密機械は事業所数を急速

に増加させている。また，精密機械ほどではない

が，一般機械や電気機械の伸びも大きい。このこ

とから，１９７０年代，岡谷市工業は精密機械を中心

とした機械工業化が大きく進んだことがわかる。

　７０年代大きな伸びを見せた精密機械は，８０年代

に入ると減少に転じることになる。８０年代前半は

減少が緩やかであったが，後半に入ると急激に減

少している。一方で，一般機械と電気機械の事業

所数の割合は，７０年代後半と同じく増加し続けて

いる。とくに一般機械の伸びが大きく，１９８０年代

後半には精密機械を凌ぐほどになったことがわか

る。このように機械金属７業種が増加している

中，繊維は依然として減少を続けている。

　９０年代に入っても依然として一般機械の事業所

数の割合は伸び続けているが，８０年代ほど急速な

ものではなく，やや緩やかになっている。また電

気機械については，９０年代前半は割合が増加して

いたものの，後半に入ると減少に転じていること

がわかる。金属製品製造業は１２．６％から１３．７％と

微増している。精密機械の減少傾向はやや緩やか

になったものの，２０００年には金属製品製造業およ

び電気機械とほぼ同じ割合にまで減少している。

また，９０年代前半の繊維の減少が大きく，２０００年

には１．５％になり，輸送機械（２．８％）を下回るま

でに至った。

　以上述べたように，岡谷市の製造業は事業所

数，従業者数では減少を示しているが，製造品出

荷額・１人当たりの付加価値額ともに増加傾向に

あることが明らかとなった。また，事業所数の割

合について，その内容は大きく変化しており，

１９７０年代における精密機械の大きな伸びと繊維の

減少が顕著であった。８０年代に入ると一般機械が

大きく伸びる一方で精密機械が減少に転じ，８０年

代後半には一般機械が精密機械を凌ぐほどになっ

たのである。これらの傾向は９０年代も続き，いま

や岡谷市の機械工業の事業所数の多くは一般機械

が占めている。

　しかし，この傾向が短絡的に精密機械の衰退で

あるというわけではない。工業統計では各事業所

の生産品によって中分類が決定されるために，生

産品が一種類に定まらない事業所の多くが一般機

械に分類されているという現状がある。すなわ

ち，かつては大企業の下請であり精密機械に分類

されていた事業所が，技術力を身につけ試作品開

発などや自社製品を作成するようになった場合に

は，一般機械へ再分類されるのである。このこと

を考慮に入れると，一般機械の増加は，岡谷市の

工業集積地としての能力が高まったものとしてみ

るのが妥当であろう。

Ⅲ　現在の岡谷市における工場の分布

Ⅲ－１　岡谷市のランドマークとしての工場

１）本節の目的と方法

　岡谷市の地図をみると，諏訪湖に面する狭小な
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第２図�岡谷市における中分類別事業所数
� （工業統計表により作成）

��



平野の上に，工場の記号が数多くあることに強い

印象を受ける。これらの工場は，工業都市といわ

れる岡谷市において，文字どおりのランドマーク

となっている。地図には，セイコーエプソン，京

セラ，オリンパスなどの世界的に有名な工場ばか

りでなく，専門家でなければ何を製造しているの

か分からない工場の名前も記載されている。ま

た，企業名は変わらなくても，その工場で製造さ

れる製品は，時間とともに変化するであろう。こ

のように，地図から得られる情報には限界があ

り，それを補うためには，実際に現地を訪れて確

認することが最も確実な方法である。本節では，

岡谷市における工場の地図記号について，それぞ

れの工場が２００４年時点において何を製造している

かを，現地調査から明らかにすることを目的とす

る。このように，ある時間における工場の空間的

な分布とその製造品目を詳細に記述することは，

将来の岡谷市の工業に関する研究に基礎的なデー

タを提供するという点において，意義があると考

えられる。

　分析する地図は，一般の書店で販売されている

昭文社の長野県都市地図（９千５百分の１，２万

８千分の１：２００３年１月発行），および，国土地理

院発行２万５千分の１地形図の諏訪（平成１３年修

正測量）と八伏山（平成８年修正測量）とする。

現地調査を実施した期間は，本調査が２００４年５月

２４日～２６日であり，補足調査が２００４年１２月６・７

日である。本調査では，地図に記載されている各

工場を訪問して，パンフレットなどの資料を入手

し，建物と敷地の景観を撮影した。また，工場の

製品や沿革を知る総務部の担当者などに対応して

いただいた場合には，聞き取り調査を行ったり，

工場見学を実施したりした。補足調査では，とく

に��岡谷駅周辺の市街地において，本調査を実

施した時点から変容した工場に関する景観を観察

した。

　工場を記載するに際して，岡谷市の地区を便宜

的に５つに区分した（第３図，第２表）。すなわ

ち，（１）横河川東部（地区：長地出早，長地小萩，

長地柴宮，長地御所，長地権現町），（２）市街地北

部（赤羽，神明町，加茂町），（３）中央本線北部の

市街地（銀座，本町，塚間町，中央町，本町，山

下町，御倉町，成田町，大栄町，堀之内），（４）中

央線南部かつ天竜川の釜口水門北部（天竜町，湖

畔，田中町，若宮，南宮），（５）釜口水門南部かつ

中央本線南部（港，川岸上，川岸中）である。ま

た，現地調査より得られた情報を補足するため

に，岡谷市経済部工業振興課が制作した���

���の『岡谷市企業ガイド２０００�２００２』，および，

岡谷市経済部商工観光課の岡谷市工場名鑑を使用

した。

Ⅲ－２　結果

a．横河川東部

　工場番号１：地形図の八伏山図復に唯一記載さ

れている工場の記号は，エスエス自動車整備協同

組合である。この整備工場は，諏訪湖周辺地域の

指定工場１７社からなる長野県自動車車体整備協同

組合の１社である。敷地面積は，２，�２００��であり，

組合員のための自動車整備や事務手続きの代行な

どを行う。この整備工場に隣接して，機械金属加

工業の製品を製造する株式会社長井精工（敷地面

積：８００��）と有限会社川精工（７００��）がある。

長井精工は，従業者６人，資本金１，�０００万円であ

り，バルブ鋳物とその関連部品を製造する。横川

精工は，従業者３人，資本金５００万円であり，ビ

デオ部品を製造する。

　工場番号２：株式会社越川工業（敷地面積：�

�１，�８００��）は，資本金３，�５００万円で１９５５年８月に設

立された。現在，従業者１２人で，バルブ鋳物の製

造，および鋳造技術の開発を行う。製品の製造拠

点は，塩尻市東山１５９０番地にある従業者４０名の新

工場（３５，�０３８��）に移転した。

　工場番号３：京セラ株式会社長野岡谷工場の敷

地面積は８０，�０６７��であり，岡谷市の工場のなかで

最も広い（写真１）。従業者は７００人であり，帝国

ピストンリングに次いで２番目である。製造する

主な製品は，液晶プロジェクターなどに使用され

る単結晶サファイアガラス，プリンターなどに使

用されるサーマルヘッドと���ヘッド，回路や
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第３図�岡谷市に立地する主な工場（２００４年）
（２万５千分の１地形図，昭文社長野県都市地図より作成）
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第２表�岡谷市に立地する主な工場（２００４年）



��に使用される発信器，振動子，チップレゾ

ネーター，および，コンタックスブランドの高級

一眼レフカメラである。敷地の中には，１９棟の生

産施設，グラウンド，男子寮，女子寮，警備室，

京セラ神社などがある。

　１９５９年４月に京都セラミック株式会社として創

業した京セラ株式会社は，１９８３年に光学機器メー

カーのヤシカと合併した。この京セラ長野岡谷工

場は，ヤシカの工場であった。天井から下がった

紐を引くことで，フォークリフトに乗りながら開

閉できる扉など，工場の施設はヤシカ時代のもの

も利用されている。なお，ヤシカは１９５９年に岡谷

市からこの敷地を購入した。それ以前は，片倉製

糸紡績株式会社の製糸工場だった���。

　工場番号４：株式会社岡谷オリンパスの製造部

門は，２００３年１１月に辰野町のオリンパスオプトテ

クノロジー株式会社へ移転し，オリンパスイメー

ジング株式会社岡谷事業所となった。現在の工場

は，製品の修理，技術開発，社員教育に使用され

ている（写真２）。敷地は，工場用地（１８，�６００��）

の他に，社員寮（１，�９００��）と社員駐車場（５００��）

に利用される。

　工場番号５：地形図には工場の記号があるが，

現在は空地である。以前は，アイススケート靴を

製造するサンエススケート株式会社の工場があっ

たが，１９９１年頃に諏訪南インターチェンジ付近に

ある原村工業団地へ移転し，エスク・サンエスス

ケート株式会社になった。

　工場番号６：株式会社中島製作所の事業内容は，

精密機械加工，精密プレス加工，プレス金型・

モールド金型の設計制作であり，主な製品は，ロ

ボット省力化機械や��機器に使用される精密部

品である。主な取引先は，旭光学，オリンパス光

学，コニカ，セイコーエプソン，東芝，���，松

下電器産業である。１９９０年代前半に，中国広東省

広州と香港にも同社の工場がある。

　工場番号７：セイコーエプソン株式会社岡谷事

業所は，高級腕時計を製造する（写真３）。この

事業所は，２００４年１２月に出荷を終了し，２００５年３

月に閉鎖される予定である。セイコーエプソンの

諏訪地域における生産拠点は，富士見町の諏訪南

事業所と富士見事業所へ完全に移行することにな

―　��　―

写真３�セイコーエプソン株式会社岡谷事業所
� （２００４年５月２７日撮影）

写真２�オリンパスイメージング
� 株式会社岡谷事業所
� （２００４年５月２７日撮影）

写真１�京セラ株式会社岡谷工場
� （２００４年５月２８日撮影）



る。諏訪南事業所では，生産ラインの改装が２００４

年１１月から１２月にかけて行われていた。

　銀座服部時計店の製造部門であった精工舎は，

�１９４２年に疎開協力工場として諏訪市の大和工業の

中に第二精工舎を設置した。これらが１９５９年に統

合され，諏訪精工舎となった。同社は，１９８３年に

服部セイコーと社名を変更し，１９８５年にエプソン

（旧社名：信州精器）と合併してセイコーエプソン

となった。１９５９年以降，系列企業を上伊那郡箕輪

町，塩尻市，松本市などに進出させたが，中央自

動車道諏訪南インターチェンジの開設に伴って，

富士見町に工場を新設して業務を拡大した���。

　工場番号８：沖電線株式会社岡谷工場は，通信

機器用電子ワイヤ，��機器用モジュラーコード

などを製造する（写真４）。１９３６年に東京市品川

区で創業した沖電線は，１９４５年に塚間町の製糸工

場の跡地に移転したいわゆる疎開工場である。

�１９７１年には，より広い敷地を得るために，現在の

長地御所へ移転した。本社は川崎市にあり，群馬

県佐波郡境町の群馬工場のほか，シンガポール，

インドネシアにも事業所をもつ。

　工場番号９：株式会社ソーデナガノは，精密プ

レス金型技術により，���パーツ，カメラパー

ツ，ウォッチパーツなどを製造する。１９６３年に有

限会社早出製作所として岡谷市で創業した。１９９１

年から２０００年にかけて，シンガポール，マレーシ

ア，インドネシア，タイに７つの海外工場を建設

した。なお，ソーデナガノの敷地に隣接して，荻

原製作所長地工場，ツカサ工業，永田製作所，池

戸製作所，トップスチール，松林ダイカスト，ヤ

ヨイ電気工業，スギムラ精工，トーエネックなど

の企業が立地する。

　工場番号１０：東洋技研株式会社岡谷工場は，

ターミナルブロックやボックスターミナルブロッ

クなどの電気機械を製造する。２００４年に長地権現

町に本社を移転し，それまでの下諏訪町西弥生町

の工場は第二工場となった。営業本部は東京都大

田区蒲田にある。

b．市街地北部

　工場番号１１：本多染工株式会社は，メリヤス

（ニット）糸の染色加工を行う。１９４８年に飯田市で

創業した有限会社本多染工場が，１９５５年に岡谷市

の誘致工場として現地に移転し，１９７１年より株式

会社となった。

　工場番号１２：林金属工業株式会社リサイクルセ

ンターは，非鉄金属，製鋼原料，特殊金属，貴金

属，古紙等の回収・リサイクルを行う。本社は諏

訪市小和田南にあり，ガソリンスタンドなどの石

油部門，マンションや民宿などのホテル部門，不

動産部門がある。

　工場番号１３：トーハツマリーン株式会社は，主

にモーターボートの船外機などを製造する。１９２２

年に東京市京橋区で創業したタカタモーター研究

所が起源であり，１９４０年に陸海軍の協力管理工場

に指定され，小型ガソリンエンジンを製造する軍

需工場となった。岡谷市に工場を疎開させたの

は，１９４３年である。それ以来，６０年以上も発動機

の製造を続けてきたこの岡谷工場であるが，２００５

年１月に駒ヶ根市に移転することになった。親会

社であるトーハツ株式会社の本社は，東京都板橋

区にある。

　工場番号１４：�株式会社サンコー岡谷工場は，高

精度精密プレス機により，コンピュータ関連部

品，��機器部品，音響部品などを製造する。本

社工場は，１９８８年に岡谷市から塩尻市に移転し

た。本社工場と岡谷工場以外にも，長野県安曇郡

堀金村，梓川村，福岡県浮羽郡田主丸町に５つの

工場がある。営業所は，東京都新宿区，広島県福

―　��　―

写真４�沖電線株式会社岡谷工場
� （２００４年５月２８日撮影）



山市，大阪市，仙台市，カリフォルニア州ロサン

ゼルス近郊のトランス市にある。

　工場番号１５：���株式会社は，国内のソレノイ

ド生産の最大シェアを占める。ソレノイドとは，

電気エネルギーを機械的直線運動に変換する装置

であり，事務機器，光学機器，自動車部品など，

電気を使用する機械のほとんどに使用されてい

る。１９６２年に岡谷市成田町で創業した高橋電気が

起源であり，１９６９年に神明町に本社工場を移転し

た。１９８０年代に，秋田県北秋田郡合川町，１９９０年

代以降に，中国広東省東莞市，香港，タイのチャ

チュンサオ県に工場を建設した。

　工場番号１６・１７：帝国ピストンリング株式会社長

野工場は，エンジン部品のピストンリング，シリ

ンダライナ，バルブシートを製造する（写真５）。

自動車，船舶，建設機械，農業機械を製造するほ

とんどの日本企業に部品を販売する。この工場の

従業者は７００人であり，岡谷市の工場の中で最も

多い。勤務時間は，６時から１４時，１４時から２２時

４０分，２２時４０分から６時の３交代制である。工場

の敷地では，研究・開発用の建物を建設中である。

敷地に隣接して，同社の社宅，駐車場，体育館，

倉庫，また，株式会社小野ゴム工業神明工場，有

限会社共和製作所がある。

　同社は，１９３９年に田中ピストンリングとして大

阪市で創業し，１９４０年に岡谷市神明町に工場を建

設した���。現在の本社は東京都中央区八重洲にあ

る。岡谷市以外の工場は，山形県寒河江市，岐阜

県可児市，中国の安徽省安慶市（３工場），江蘇

省南京市，インドネシアの西ジャワ州カラワン，

インドのバンガロール，ドイツのブアシャイド，

アメリカ合衆国のミネソタ州レイクシティ，イリ

ノイ州のノースフィールドにある。

　工場番号１８：資本金４，�０００万円，従業者８人の片

桐木工株式会社は，ヒバ，梅，米松・米唐檜の

ピーラー（柾目材）の製材を加工・販売する。

　工場番号１９：空地である。２００２年頃までは，製

糸機械を製造する新増沢工業株式会社（従業者２０

人，資本６，�０００万円）の工場があった。

　工場番号２０：岡谷富士光機株式会社は，印刷製版

機器，��機器用部品，ミニラボシステム機器を

製造する。創業は１９５１年であり，１９８３年に富士写

真光機の１００％出資会社となった。９，�４００��の敷地

には，のこぎり屋根の建物が残存する（写真６）。

のこぎり屋根の建物は，北の天窓からの外光が手

作業に適すること，光熱費が安くなること，織機

の音を拡散できることなどの利点により，明治時

代から昭和時代の初期にかけて，製糸工場で多く

建設された。

　工場番号２１：現在の吉田生糸株式会社は，岡谷

富士光機株式会社の下請けとして，カメラ部品，

情報機器部品を製造している。

　c．中央本線北部の市街地

　工場番号２２：ニッセイ電機株式会社岡谷研究所

―　��　―

写真５�帝国ピストンリング株式会社長野工場
� （２００４年５月２７日撮影）

写真６�岡谷富士光機株式会社の敷地内にあ
るのこぎり屋根の工場

� （２００４年５月２８日撮影）



は，金属蒸着フィルム，イオンプレーティング，

コンデンサなどの研究・開発を行う。１９５９年に日

本精密電気研究所として岡谷市で創業したニッセ

イ電気は，１９６１年に東京渋谷区に本社を移転し

た。１９７０年代に岩手県花巻市，一戸町，秋田県横

手市に，１９８０年代に松本市，上伊那郡南箕輪村に

工場を建設した。シンガポール，中国の上海，香

港，アメリカ合衆国オレゴン州ビーバートンに営

業所がある。

　工場番号２３：共栄工業株式会社は，精密板金加

工により，動券売機，��・情報関連機器，写真プ

リント用機器，医療機器の部品を製造する。主な

取引先は，岡谷富士光機，信州富士電機，京セ

ラ，高見沢サイバネティックス，広田製作所，ミ

マキエンジニアリング，山洋電気である。同社

は，繭短繊維を製造する岡谷繰繭繊維株式会社と

して１９４１年に創業した。１９４６年には，岡谷共栄製

糸株式会社と社名を変更して，製糸業に転換し

た。１９６３年に共栄工業株式会社として電子部品の

製造を開始し，１９８４年に精密板金加工に事業転換

した。

　工場番号２４：株式会社清水ニットが，２００２年頃

に移転した跡地である。この区画のほとんどは空

地であるが，南部の一画では１軒の住宅が建設中

であった。１９５０年９月に創業した清水ニット（従

業者５５人・資本金２，�０００万円）は，横編メリヤスを

製造していた。

　工場番号２５：株式会社カネル木工部は，一般家

具を製造する。家具の販売部は，岡谷市郵便局岡

谷局の北側にある。木工部の敷地に隣接して，プ

ラスチックと発泡スチロール製品を製造するカネ

ル化学部の工場がある。カネルの起源は，１８８９

（明治２２）年に創業した製糸工場の金ル組である。

�１９５０年には，東京都立川市に公衆浴場を経営した

が，１９８３年に廃業し，１９８５年からは駐車場とし

た。１９８２年には，木工部の近隣に賃貸マンション

を経営するようになった。

　工場番号２６：老人ホームと保育園である。ここ

は，丸栄鋳造株式会社２００２年に移転した跡地であ

る。１９５１年７月に創業した丸栄鋳造（従業者２９

人・資本金１，�０００万円）は，銑鉄鋳物を製造してい

た。地主であるカネルは，少子高齢化の時勢に対

応するために，聖母の会福祉事業団との共同経営

により，２００３年に養護老人ホーム・特別養護老人

ホームを開設し，２００４年に保育園を開設した。　

　工場番号２７：株式会社豊島屋石油部は，ガソリ

ンスタンドの経営と石油類の販売を行う。１８６７

（慶応３）年に絹糸の販売業をはじめたマルゴ豊島

屋が起源である。現在の社長取締役は５代目であ

る。１８８８（明治２１）年に，日本石油株式会社の特

約店となって石油類の販売をはじめた。１９８１年３

月より，中央自動車道諏訪湖サービスエリア下り

線給油所の運営を，道路施設協会より委託されて

いる。

　工場番号２８：株式会社豊島屋清酒部は，「神渡」

ブランドの清酒と，「杏花村」ブランドの焼酎を製

造する（写真７）。上述の豊島屋は，１８９１（明治

２４）年に清酒の醸造を，１８９４（明治２７）年に味噌

の醸造をはじめた。１９２４（大正１３）年には，サッポ

ロビール株式会社との特約でビール販売をはじめ

た。

　工場番号２９：株式会社日本繊維塗料製造所は，

繊維壁材を製造する。創業以前の土地利用は，女

工労働争議で知られる山一林組（１８９４年創業）の

製糸工場であった。

　工場番号３０：味噌醸造所であるサスキチ味噌株

式会社は，聞き取り調査によると，文化年間の創

業である（写真８）。サスキチ味噌の敷地は，明

―　��　―

写真７�株式会社豊島屋酒造部
� （２００４年５月２７日撮影）



治時代には製糸工場のマルヤマ再繰所であった。

現在の醸造所は，製糸工場の醸造部門が起源であ

ると考えられる。

　工場番号３１：大洋木材株式会社は，板類ひき角

類を製造する。この敷地以外にも，２，�４００��の木

材置場が銀座２丁目に，１，�０００��の湖畔工場が湖

畔２丁目の塚川沿いにある。大洋木材の起源は，

１９３９年創業の上沼下駄製作所である。

　工場番号３２：空地である。２００４年１月まで株式

会社エプソンロジスティクスがあった。エプソン

ロジスティクス（従業者６９７人・資本金５，�０００万円）

は，セイコーエプソンが生産する電子デバイスの

物流，輸送サービス部門であった。

　工場番号３３：現在は，日本通運岡谷支店塚間配

送センターである。岡谷市工場名鑑によると，�１９７０

年には，バルブを製造する扶桑鋳造があった。

　工場番号３４：空地である。２００１年までは，産業

用ロボットやハンドラーを製造するセイコーエプ

ソン株式会社岡谷第二工場（従業者１０５人）があっ

た。

　工場番号３５：日本青銅株式会社岡谷工場は，銅

合金連続鋳造品（バルカンブロンズ），鋳物用銅

合金，銅合金河口部品（ファインオイルレスメタ

ル）を製造する（写真９）。１９５６年に諏訪市上諏訪

に増沢商店として創業し，１９６０年に現在の場所に

工場を建設した。１９５９年に東京都中央区日本橋に

本社を移転した。

　工場番号３６：株式会社エグロは，精密小型旋盤，

精密小型���（��������	
�������	�������）旋盤

を製造する。同社は，東京市板橋区で１９３７年に有

限会社江黒鉄工所として創業し，旋盤及とフライ

ス版の製造をはじめた。１９４４年に下諏訪町へ疎開

し，１９５６年に現在の場所に移転した。

　工場番号３７：マルヤス機械株式会社川岸工場は，

ローラコンベア，ベルトコンベアを製造する。同

社は，１９３８年に岡谷市岡谷において，満留安機械

工業株式会社として製糸機械及び産業機械の製造

をはじめた。１９３９年に東京工場を建設し，航空機

部品を製造するようになったが，１９４４年に工場を

岡谷市へ疎開移転した。１９８５年に現在の川岸工場

へ移転した。

　工場番号３８：株式会社テクロックは，ダイヤル

ゲージを中心とする精密測定機を製造する。１９５０

年に現在の成田町で東京電気時計株式会社として

操業し，１９６１年にテクロックと社名を変更した。

なお，テクロックの敷地に隣接する御倉町には，

電気メッキを専門とする有限会社セルバ（従業者

２４名，資本５００万円，創業１９５５年，敷地２，�９００��）

がある。

d．中央線南部

　工場番号３９：ここは，絹製品販売所，岡谷絹工

房，パチンコ場である。１９９５年頃までは電子機器

を製造する丸興工業株式会社の工場があった。丸

興工業は製糸工場として１９３１年に創業した。絹製

品の販売所は同社が経営している。岡谷絹工房

は，市民講座の織物教室である。岡谷絹工房は，

―　��　―

写真８�サスキチ味噌株式会社
� （２００４年５月２７日撮影）

写真９�日本青銅株式会社岡谷工場
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２００４年１１月下旬に，岡谷駅の北側にある山一林組

の製糸工場跡地に移転した。

　工場番号４０：山二発條株式会社岡谷工場は，精

密ばねを製造する（写真１０）。１８７８（明治１１）年

に，笠原房吉氏が平野村で製糸業の山二組を創業

した。１８８８（明治２１）年に笠原工業株式会社とし

て金属機械工業を開始し，１９４４年に岡谷駅南部の

天竜町へ移転した。１９４６年には，商号を山二発情

株式会社と改名して，本社を東京都千代田区へ移

転した。岡谷工場以外にも，上田市に工場があ

り，インドネシアと香港に関連会社がある。２００４

年�１１月下旬には，敷地の一部がドラッグストアの

チェーン店になった。

　工場番号４１：株式会社原田精工は，カメラのレ

ンズなどの光学関連部品を製造する。１９６０年に成

田町で有限会社原田精工所として創業し，１９７６年

に現在の場所へ移転して株式会社に改組した。

�１９９１年と１９９５年に工場を増設したが，現在は不況

のために新卒を採用していないという。

　工場番号４２：有限会社喜多屋醸造は，味噌や醤

油を製造する。喜多屋醸造の経営方針は，手作り

の高級品を個人向けに販売することである。創業

は第２次世界大戦以前であり，山吉製糸工場の醸

造部を先々代の社長が買い取ったのがはじまりで

ある。

　工場番号４３：岡谷電機産業株式会社長野技術セ

ンターでは，コンデンサ，���対応製品，ノイ

ズ対策部品などの電子機器を製造する。１９３９年に

東京市港区に株式会社昭和電機製作所として創業

した。１９４５年に本社工場が焼失し，海軍命令によ

り岡谷市に疎開した。本社は，１９６１年に東京都渋

谷区に，２００２年に世田谷区三軒茶屋に移転した。

　工場番号４４：松亀味噌株式会社は，味噌，味噌

漬け，ぬか漬けを製造・販売する。１９３３年に製糸

工場の敷地で醸造業をはじめた，松屋商店が前身

である。

　工場番号４５：医薬品を製造する杏林製薬株式会

社は，１９４６年に岡谷工場を設置した（写真１１）。

同社の起源は，１９２３（大正１２）年に東京市大森区

で創業した東洋新薬社である。２０００年に東京証券

取引所市場第一部に上場した。栃木県野木町と秋

田県能代市にも工場がある。

　工場番号４６：株式会社小野製作所は，航空宇宙

機器部品，印刷・��機器，医療機器部品などの設

計・制作を行う。辰野町には，敷地２，�８００��の辰野

工場がある。なお，昭文社都市地図の表記では，

株式会社伸光製作所である。プリント配線板や温

度計などを製造する伸光製作所は，１９５８年に岡谷

市で創業し，１９９７年に箕輪町に本社工場を移転し

た。伸光製作所岡谷工場は２００３年１１月に閉鎖さ

れ，隣接する小野製作所の工場になった。

　工場番号４７：カクホン電機工業株式会社は，亜

鉛鍍金などの金属表面処理を行う。生産工場は湖

畔一か所だけであり，かつての土地利用は製糸工

場だった。

　工場番号４８：地図では工場の記号になっている
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写真１０�山二発條株式会社
� （２００４年５月２７日撮影）

写真１１�杏林製薬株式会社
� （２００４年５月２７日撮影）



が，株式会社マルニシは，鉄鋼・工作機械などの

産業資材を販売する卸売り商社である。１９２８年に

長野県岡谷市小口で創業し，伊那市，松本市，長

野市に支店をもつ。

　工場番号４９：株式会社志賀精工は，電子機器，

モーター，カメラ・時計，家電部品をプレス加工に

より製造する。１９６９年に諏訪市四賀で，有限会社

志賀精工として創業した。本社と工場は，１９７１年

に岡谷市湖畔に，１９８５年に岡谷市若宮に移転した。

　工場番号５０：株式会社荻原製作所は，ポンプや

超純水装置などの水処理装置を製造する。本社工

場は諏訪町にあり，箕輪町と岡谷市に工場があ

る。岡谷工場での製造は，１９９８年に新築した長地

御所の工場に移行した。

e．釜口水門南部

　工場番号５１：大光新生株式会社は，時計部品，

��機器，光学機器，家電製品のコ－ティングを

行う。１９８０年に，下諏訪木落に有限会社大光塗装

工業として創業し，１９９２年の川岸工場の建設に

伴って，光新生株式会社となった。同社の敷地に

隣接して，ベルトコンベアを製造するツカダファ

イネス（敷地２，�５００��：従業者２０人），滝沢計器

�（２，�３００��：１９人），樹脂フィルムを製造する日星

化工（２，�７００��：３０人）がある。

　工場番号５２：１９７５年に創業した日本ミクロン株

式会社は，プリント配線基板を開発・設計する。

１９８１年に現在のツルミネ工業団地内に工場を建設

した。１９９０年代には，東京営業所と台湾に合弁企

業を設立した。ツルミネ工業団地には，日本ミク

ロンの他に，スワコー，マルヤス川岸工場，タケ

ムラ製作所，テーピプリメック，エバグロン工業

がある。

　工場番号５３：日本通運の配送センターである。

�１９５２年から１９７２年までは，養命酒製造株式会社の

工場があった。養命酒製造が駒ヶ根市に移転して

しばらくは，養命酒製造岡谷倉置場倉庫として使

用されていた。

　工場番号５４：味澤製糸株式会社は，絹製品を製

造する製糸工場である。岡谷市に現存する製糸工

場は，味澤製糸と東銀座の宮坂製糸の２軒だけで

ある。宮坂製糸は座繰機によって手作りの高級絹

糸を製造し，味沢製糸は自動繰糸機による機械製

糸によって，シルクウェーブやプレスドシルクな

どの新しい製品を製造する。

Ⅲ－３　本節の考察とまとめ

　以上のように，岡谷市の地図に記されている工

場の地図記号を業種で分類すると，金属機械加工

（工場数：３１），味噌・酒の醸造（４），木材（３），

繊維（２），製糸（１），製薬（１），空地（５），工業

以外（７）となる。金属機械加工の工場が約６割を

占めることは，工業都市といわれる岡谷市の特徴

である。空地と工業以外の土地利用が多いこと

は，地価の安い地域など，条件の良い場所に工場

が移転しやすいことを示している。また，製糸工

場の味噌醸造部門から独立した味噌の醸造所があ

ることも特筆できる。なお，１万～２万５千分の

１のスケールでは地図記号に示されないが，数多

くの下請け工場が，岡谷市の金属機械工業を支え

ている。次章の岡谷駅周辺の土地利用で説明する

ように，下請け工場の多くは，職住混在の町工場

である。

　工場の地図記号を時間・空間的に分類すると，

（１）第２次世界大戦以前から岡谷市内で存続する

もの，（２）第２次世界大戦中に岡谷市外から疎開

したもの，または，疎開企業が発展した金属機械

工業，（３）第２次世界大戦後に岡谷市内で独立し

た金属機械工業，（４）第２次世界大戦後に岡谷市

外で創業し，経済の高度成長期以降，岡谷市内に

工場を移転・建設したもの，（５）経済の高度成長

期以降，岡谷市外へ移転したものがある。

　（１）には，中島製作所，山二発條，吉田生糸，

共栄工業，カネル，日本繊維塗料，丸興工業，豊

島屋，大洋木材，松亀味噌，サスキチ味噌，喜多

屋醸造，松亀味噌，味澤製糸があてはまる。これ

らのうち，山二発條，吉田生糸，共栄工業，カネ

ル，丸興工業は，製糸工場が業種転換したもので

ある。（２）には，セイコーエプソン岡谷事業所，

沖電線，トーハツ，帝国ピストンリング，エグ

ロ，マルヤス機械，岡谷電機産業，杏林製薬があ
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てはまる。これらの工場のほとんどは，製糸工場

の跡地に建設された。（３）には，ソーデナガノ，

越川工業，���，ニッセイ電機，テクロック，原

田精工，小野製作所，セルバ，伸光製作所，カク

ホン電機，日本ミクロンがあてはまり，（４）には，

京セラ，東洋技研，日本青銅，本多染工，志賀精

工，荻原製作所，大光新生があてはまる。（５）に

は，サンエススケート，新増沢工業，清水ニッ

ト，丸栄鋳造，エプソンロジスティクス，セイ

コーエプソン岡谷第二工場，扶桑鋳造，伸光製作

所，養命酒製造があてはまる。また，越川工業，

岡谷オリンパス，サンコー，ニッセイ電機は，岡

谷市内に工場が現存するものの，生産拠点は市外

に移転した。セイコーエプソン岡谷事業所は，

�２００５年に移転する予定である。

Ⅳ　岡谷市中心市街地における土地利用

　本章では，土地利用調査および，１９７０年の住宅

地図により得られた，現在および過去の岡谷市中

心部の土地利用について述べる。ここでは，別紙

の土地利用調査の範囲（岡谷市本町，中央町，山

下町，幸町，郷田，天竜町の各一部）を中心市街

地����とする。

Ⅳ－１　中心市街地の概観

　岡谷市は，中央分水界である塩尻峠の東側，諏

訪湖の西に位置する人口約５５，�０００人（２００４年１２月

現在，住民基本台帳による）の都市である。地形

は山地が卓越し，平地は諏訪湖畔および湖に流入

する小河川や天竜川に沿った地域に限られる。市

域を東京と塩尻とを結ぶ国道２０号線，中央本線が

横断し，市内には，東京と名古屋を結ぶ中央自動

車道と，長野方面への長野自動車道のジャンク

ションがある。

　岡谷市は，明治以降蚕糸業により栄え，その後

精密機器工業集積地への転換を経つつ，内陸工業

地域としての地位を確立している。

　岡谷市は，市街地に多数の工場が立地している

点が特色として挙げられる。都市計画法に則った

用途地域の指定においても，住工混在地区を示す

準工業地帯が中心市街地の広範囲に指定されてお

り，一般には商業，住宅地を中心としたまちづく

りを目指す傾向が強い中心市街地の都市計画とし

ては異色といえる。しかし，住宅と工場の混在

は，平地に乏しい岡谷において工業化を進めたこ

とによる必然的な結果であった。

　蚕糸業をはじめとする工業の発展とともに発達

した岡谷市の中心市街地には，駅前への商業機能

の集積はみられず，代わって駅から延びる道路沿

い（中央通り）や古くからの街道沿い（本通り）

に商業機能が集積している。また大工場の閉鎖に

よって生まれた空地には，中小工場や住宅が立地

し，住工の混在が促進された。

　１９９０年代に入って中心市街地へ大型スーパーや

百貨店の進出がみられたがいずれも撤退してお

り，岡谷市中心市街地の商業地としてのポテン

シャルの低さを如実に示す結果となった。現在，

地元商業者や岡谷市が中心となって，中心市街地

活性化の努力を続けている。

　以下では，特徴的な土地利用について述べる。

Ⅳ－２　土地利用種類別の特徴

１）工業地

　前述のように，岡谷市の中心市街地には多数の

工場が立地し，住宅と共存している。その中に

は，独立した工場ではなく，住宅と小規模工場が

一体となった建造物も散見される。

　岡谷市を代表する工業として，醸造業があり，

それらの工場がみられる。岡谷における味噌の生

産の起源は，戦前，製糸工場で働く女工の食事用

に各工場で味噌を製造したことに求められる。製

糸業の減退による製糸所の閉鎖に伴い，製糸工場

から醸造業に転業したものが少なくない。転業の

背景には，味噌が，ライフスタイルの変化ととも

に，各家庭で手作りするものから既製品を購入す

るものへと変化した点も挙げられる。漬物工場に

ついても同様のことがいえよう。

　業態転換としては，製糸工場→味噌工場→漬物

工場と変化した企業や，味噌工場から樽の製造に

転じたものもみられた。時代とともに味噌工場が
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淘汰されていった様子が窺える。味噌工場は以前

と比べると漸減しているが，サスキチ味噌，マツ

カメ味噌など現在も生産を続ける味噌工場がみら

れる。

　木材供給地を背景にした木材加工業の立地も岡

谷市の特色のひとつである。木材加工業に端を発

して家具小売を営んでいる店舗もみられる。

　中央本線の南側は，製糸業が隆盛をきわめてい

た当時，鉄道と天竜川の水利に恵まれた製糸工場

の集積地であった。現在は，転用により工場と宅

地の混在地帯が卓越している。その一方，広い区

画がほぼそのままの形で残っているものがある

が，このような広い区画のものは，ほとんどの場

合区画の端など一部が宅地に転用されている。

　この地区の西部には工場跡地が大規模店舗に転

用された区画が集中している。店舗は西友���，

パチンコ店（２店舗）となっており，それぞれ広

い平面駐車場を備えている。過去の，広い敷地を

保有していた工場の存在は，モータリゼーション

の時代に即応する十分な広さの商業用地を提供す

る結果となった。

２）商業地

　以下，商業地を地区ごとに詳述する。

　本通り　市役所から本町を経由して岡谷駅前に

至る通りは県道１４号下諏訪辰野線であり，本通り

と称される。この道は江戸時代から諏訪，伊那の

両地域を結ぶ重要な交通路であった。後述する中

央通りの建設に伴い商業地域としての中心性は一

時低下したが，諏訪と伊那谷を結ぶ幹線道路の地

位に変化はなく，中央通りに比して高い自動車に

よるアクセシビリティを生かした商業・居住機能

の混在地となっている。

　本通りには，食料品等最寄り品を扱う店舗はコ

ンビニエンスストアを除いて少なく，個人経営の

専門店の立地が多い。岡谷病院周辺は調剤薬局が

集中的に立地するほか，菓子店・果物店等病院と

関連の深い店舗が散見される。

　中央通り　岡谷駅と蚕糸公園付近を結ぶ中央通

りは，中央本線の開通に伴い１９０５（明治３８）年か

ら１９０８年にかけて開削された。岡谷駅の開業に伴

い，中央通り付近，特に現在のイルフプラザ周辺

には大工場が集積し，商業地としての中央通りを

支える素地が形成された。現在，中央通りはイル

フプラザの建設により南北に分断された形になっ

ている。通り沿いに建ち並ぶのは主として個人経

営の専門店である。

　道路幅員の狭い中央通りは，開通以来道路の拡

幅がなされず，車両のすれ違いが困難であったた

め，１９６４年，駅方向への一方通行が実施された。

イルフプラザから幸町までの区間は現在も一方通

行となっている。

　イルフプラザ　中央通りの市街地再開発事業に

伴い，１９９７年に「おかや東急」が再開発ビル（現

在のイルフプラザ）の核店舗として進出した。お

かや東急百貨店は東急百貨店グループの「ながの

東急百貨店」の子会社であり，当時ながの東急傘

下の店舗には長野・小諸・岡谷の３店舗があった。

　おかや東急は，２００２年４月，営業不振を理由に

小諸の店舗とともに閉店した。進出からわずか５

年での撤退に対し，市では百貨店・大手スーパー

等に出店を打診したが前向きな回答は得られず，

地元企業のカネジョウが移転，入居した。カネ

ジョウの店舗は現在，イルフプラザのうち１階の

一部および２階のほぼ全体を占めている。

　カネジョウは現在の岡谷市銀座で１８８５（明治

�１８）年に創業した老舗の衣料品店である。中央町

に進出したのは１９６５年前後であり，現イルフプラ

ザの１００�ほど北の地点に，道路を挟んで向かい

合わせの店舗を開店した。この店舗にはレストラ

ンも付設されるなど，岡谷の街にとっては老舗百

貨店ともいうべき存在であった。移転以前のカネ

ジョウの跡地は駐車場に転用されている。

　岡谷市はこの再開発ビルの名称を「イルフプラ

ザ」とし���，３階にはカルチャーセンター（生涯学

習館），４階にはこどものくに（子育て支援館）お

よび飲食店テナントを入居させている。

　イルフプラザには立体の市営駐車場，イルフ童

画館が併設されている。

　市営駐車場はイルフプラザと２階で接続してい

る。建物の１階には飲食店やゲームセンター，２
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階にはボーリング場が入居しており，中心市街地

における数少ない遊興施設となっている。駐車場

は格安の料金����で提供されており，付近に映画

館，イルフプラザのカルチャーセンター等の施設

が立地することを背景に，買物客の回遊を意識し

たものといえよう。

　イルフ童画館（日本童画美術館）には，岡谷市

出身の童画作家・武井武雄の作品をはじめとする

童画の作品が展示されている。

　童画館通り　イルフプラザの建設により分断さ

れた中央通りの南側（ララオカヤ・イルフプラザ

間）は，童画館通りとして平成１０年に再開発され

た。この童画館通りの名称はイルフ童画館にちな

んだものである。車道の幅は狭いままであるが，

広い歩道が道路の両側に整備され，歩道，車道共

にカラータイルによる舗装が施されるなど，以前

の商店街から様相が一変した。

　ララオカヤ　１９８４年，市街地再開発事業により

完成した。現在の駅前広場およびララオカヤの敷

地は再開発事業によって生まれた土地である。ま

た，テクノプラザおかやを含む鉄道沿線の土地お

よび道路は下諏訪方面からの引き込み線の跡地で

ある。

　ララオカヤは，もとは諏訪バスと地元地権者の

所有であり，核テナントはイトーヨーカドーと，

諏訪バスを傘下におくアルピコグループ系列の松

電ストア（アップルランド岡谷駅前店）であった。

１階に松電ストア（生鮮食料品スーパー），２，３

階にイトーヨーカドーが入居し，ほかに専門店が

点在していた。駐車場は４，５階および屋上に設

けられている。

　しかし，２００１年７月イトーヨーカドーが販売不

振のために撤退し，集客力のある核テナントが失

われた。空き店舗となった２，３階には衣類や靴

のチェーン店，１００円ショップが一時的に入居し

たがいずれも販売不振のため相次いで撤退し，つ

いにはアップルランドが撤退を決める事態となっ

た。２００４年６月の岡谷市議会ではララオカヤの大

半を諏訪バスから取得するための補正予算が可決

され，ララオカヤの大半は市の所有となった。

　２００４年５月現在，１階から３階の店舗部分のう

ち営業しているのは１階のテナント部分と，もと

食料品売り場であった部分の一部のみである。こ

のうち食料品売り場では生鮮食料品を扱っていな

いため，食料品の買い回りが店舗内で完結できな

い状態にある。１階に現在入居しているテナント

は理美容，雑貨，化粧品，めがね，惣菜等の店舗

のほか，食堂，喫茶店が数店舗ある。

　このほかララオカヤ内には２００２年４月から市役

所の岡谷駅前出張所が入居している。

　前述のように岡谷市では，２件の再開発事業が

いずれも核テナントの撤退という苦境に陥った

が，前述のイルフプラザがララオカヤと大きく異

なる点として，集客力の大きい生鮮食料品スー

パーが撤退せず残った点，行政による跡地活用へ

の強力な後押しがあった点が挙げられる。

　岡谷駅前　岡谷駅前地区は市街地再開発事業に

より様相が変化した。駅前から放射状に道路がの

びる構造から，各方向からの交通が集中する交差

点を駅から離した上で駅前にバスターミナルや駐

車場を含む広場を設ける構造となった。

　駅前にコンビニエンスストアはない。また駅に

隣接していたファーストフード店は２００２年に閉店

した。ララオカヤからの相次ぐ店舗の撤退による

駅前商業地の縮小が要因のひとつとして挙げられ

よう。

　岡谷駅南側　この地区の西部には工場跡地が大

規模店舗に転用された区画が集中している。店舗

は西友���，パチンコ店（２店舗）となっていて，

それぞれ広い平面駐車場を備えている。

　中心市街地外縁　このほか，中心市街地外に隣

接してユニー系列のアピタ岡谷店が立地してい

る。２階建てで，広い平面駐車場，屋上駐車場が

設けられており，１階は生鮮食料品スーパー中

心，２階は衣料品等を中心とした店舗構成となっ

ている。

　中心市街地全体としては，１９７０年には各地に立

地していた旅館が，現在ほぼ消滅し，代わってホ

テルが立地した。利用者の嗜好の変化や，中央自

動車道など高速交通体系の発達が宿泊業の再編を
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促したと考えられる。

　また，現在岡谷市内の映画館はスクリーン数６

の１館のみであるが，過去にはより多くの映画館

が立地し，明治末期から大正期にかけて劇場・映

画館の建設が相次ぎ，市民に利用されていた。

３）住宅地

　現在と過去（１９７０年時点）の住宅地を比較する

と，空家となった住宅は増加したが，住宅周辺の

空き地がより活用されるようになったため，土地

利用としては集約的になった。

　岡谷市の地割は，概して整理されておらず，公

道に面していない街区中央部に住宅が建てられて

いる場合や，逆に公道に面していないため街区中

央部が利用されないままとなっている例が多い。

　一方，中心市街地の外では，数は少ないながら

も市による宅地分譲も行われている。開発された

宅地は，中心市街地の西に位置する高台上など，

中心市街地の外となっている。

４）官公庁等

　官公庁等，市の公共施設は，岡谷市役所付近に

集中して立地しており，官庁街の様相を呈してい

る。また駅近くには岡谷地方合同庁舎，社会保険

事務所が隣接して立地している。

　このほか，生涯学習館等の機能が前述のイルフ

プラザ内にある。

　岡谷市役所　現在の岡谷市役所は１９８７年に建設

されたものであり，それ以前は現在の岡谷消防署

の建物が市庁舎であった。この旧市庁舎は，岡谷

市制施行に伴い１９３６年，製糸家の尾沢福太郎が建

設して市に寄贈したものであり，敷地内に銅像が

ある。建物は現在登録有形文化財となっている。

消防署は近年移転予定であるが，建物は保存され

る予定である。市役所の機能のうち，工業振興課

のみ岡谷駅近くの「テクノプラザおかや」にある。

　現在の市役所の位置には以前，岡谷神明小学

校，県立岡谷竜上高校が立地していた。１９７０年の

住宅地図には「神明小学校」とあるが，神明小学

校は既に１９６７年の新年度から神明地区に移転して

いる。この神明小学校は従前の岡谷中央小学校に

あたる。

　昭和４０年代，住宅団地の建設に伴う児童数増加

やそれに伴う学級増のため，岡谷市は学区変更を

伴う小学校の統合・整備を進めた。中央小学校は

市北部の今井小学校と統合し，神明地区に新設さ

れる神明小学校となることになったが，統合後も

新設校舎の完成までは旧校舎において分散授業を

行っていた。地図に現れる神明小学校は分散授業

を行っていた時期のものであろう。

　竜上高校は１９５７年岡谷東高校から定時制課程を

独立させて発足した市立高校であり，前述の中央

小学校に併設された。いわゆるベビーブームの世

代が入学した１９７０年代前半は，労働力不足もあい

まって，働きながら高校卒業の学歴が得られる竜

上高校は，競争率が県内トップクラスとなった。

しかしその後急激に入学者が減少し，定時制課程

が岡谷工業高校に新設されたことに伴い，竜上高

校としての入学者募集は１９７７年度入学者を最後に

停止した。

　岡谷病院　岡谷病院は１９１０年（明治４３年）に組

合立平野製糸共同病院として創設され，１９３７年

（昭和１２年）に岡谷市に移管された，製糸組合を起

源とする病院である。なお，諏訪地域の主要な病

院には，岡谷病院のほか健康保険塩嶺岡谷病院

（岡谷市），諏訪中央病院（茅野市），諏訪赤十字

病院（諏訪市）があり，地域の高度医療を支えて

いる。

　蚕糸公園・蚕糸博物館　蚕糸公園は塚間川と本

通り，中央通りに挟まれた街区にあり，三角公園

と呼んでいたものが１９５３年に現在の名称となった

ものである。

　蚕糸博物館は岡谷市および諏訪製糸研究会によ

り１９６４年に建設され，製糸業に関連する器具や文

献等の資料を保管，展示している。

　岡谷区公会所　岡谷市には，地域住民による組

織として２１の「区」が存在し，「岡谷区」はこの区

のひとつである。区の起源は藩政期の村に端を発

する。明治維新以前に存在していた村は，町村制

施行により新村に集約されたが，自治組織として

の歴史をもつ旧村は「耕地」と称して存続し，耕

地の代表である耕地惣代は新村の事務の補助や地
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区の事務を行うこととなった。これらの事務を行

う場所は集会所・公会所等と称した。明治３０年ご

ろから「耕地」は「区」と呼ばれるようになった。

　区には区長，区議会議員等の役職が置かれ，条

例等の規約を制定し，区有の財産や公会堂等を所

有している。また，各区は自主防災組織，各種委

員会等の機能をもち，行政の下部組織，および地

域の自治組織として機能している。岡谷市では水

道も，市営水道として統一される以前は区によっ

て独自の水道が運営されていた。

５）その他の土地利用

　諏訪倉庫　岡谷の製糸業の発展とともに，繭を

乾燥して保管しておくための倉庫が必要となっ

た。諏訪倉庫は１９０９（明治４２）年に現在地に建設

された。倉庫の創設により繭の保管が可能になる

ばかりではなく，繭を担保とした資金の調達が可

能となるなど地域の経済面において大きな役割を

果たした。

　現在，諏訪倉庫株式会社は長野県内を中心に倉

庫業をはじめとする流通業を営んでおり，本社は

現在も岡谷市の同位置に立地する。

　山一林組製糸所跡地　岡谷市の中心市街地内に

は広大な空地が目立つ。イルフプラザの北側の区

画のほとんどを占めていたのは山一林組製糸所で

ある。山一林組は１８７９（明治１２）年に創業した。

�１９２７（昭和２）年，戦前の製糸工場争議としては

国内最大級とされる山一争議が１９日間にわたって

発生した。当時は経済状況が悪化しており，全国

各地で労働争議が発生していた。

　跡地に現存する洋館の建物（写真１２）は山一林

組の本部事務所として使用されたものであり，

�１９２１（大正１０）年の建造である。旧岡谷市役所，

および製糸所入口の守衛所とともに登録有形文化

財となっている。また本部事務所の洋館は，２００４

年１２月より教育委員会による「はたおり市民講

座」の会場として活用されている。

　この製糸場跡地を含む区画は，部分的に駐車場

に転用されたほかは未利用のまま現在に至ってい

る。

　このほか，岡谷木材跡地も広い空地となって

残っている。複雑な形状の土地であるうえに，高

低差があり，幹線道路に面していないなど，活用

しづらい土地であることが要因といえよう。

　丸山タンク　イルフプラザの南側は小高い丘と

なっており，丘の頂上にあたる地点に貯水塔の跡

地がある（写真１３）。この貯水塔は通称丸山タン

クといい，製糸工場で繭を煮るための水を貯水す

るためのものであった。

　絹糸の品質はこの水の水質に左右されるため，

煮沸に利用する水は諏訪湖に流入する小河川の水

が理想的であった。しかし需要を満たすだけの水

量が得られないため，やむを得ず湖水や天竜川の

河川水も使用していた。この貯水塔に一時貯留す

ることにより不純物を沈殿させ，絹糸の品質向上
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写真１３�市営駐車場からみた中央本線南部と
丸山タンク

� （２００４年１２月７日撮影）

写真１２�山一林組事務所跡地
� （２００４年１２月７日撮影）



を図っていたのである。

　現在，貯水塔はレンガの基礎のみが残ってお

り，周囲は荒れ地となっている。

　岡谷駅周辺　中央本線は岡谷，塩尻間で従来の

辰野経由の路線と，１９８３年にバイパス線として新

しく完成した塩嶺トンネル経由の路線の２路線に

分かれている。岡谷駅はこの２路線が分岐する位

置にあり，新線が事実上の本線となり辰野経由の

路線がローカル線と化している現状では，中央本

線と，辰野と豊橋を結ぶ飯田線の実質的な分岐駅

となっている。

　岡谷駅は貨物を取り扱っている����ため，以前は

現在よりも敷地が広く，その敷地は現在のテクノ

プラザおかやや，駅南の駐車場等に及んでいた。

側線の撤去による駅敷地の縮小に伴い，他の土地

利用に転用されている。

Ⅴ　岡谷市工業における行政の役割

　諏訪・岡谷地域の工業集積に関してはすでに述べ

たように多くの研究がなされている。かつて，岡

谷市の工業集積は地域内の大企業を頂点とした連

関構造を成していたが，現在では諏訪・岡谷地域内

や長野県内を中心としつつ，広範囲からの受注を

得ている。このような変化には，大企業の海外移

管に伴う，地元への発注量の低下のほかに，中小

企業グループの形成による他の工業地域との連携

の形成や，中小企業による東アジアへの直接工場

進出など，いくつかの要因が挙げられている���。

　このような状況において，長野県精密工業試験

場の市内への立地や，創業支援センターの存在，

また岡谷市行政の果たす役割もまた大きい。岡谷

市の工業における行政の役割について述べている

研究は近年いくつかあり���，行政の重要性が明ら

かになっている。しかしながら，行政の成果が地

理的にどのように現れているのかについての報告

は少ない。そこで本章では，長野県と岡谷市の活

動について地理的範囲に注目する。県レベルでは

長野県精密工業試験場，長野県岡谷創業支援セン

ターについて，市レベルでは，岡谷市工業振興課

の活動ならびにテクノプラザおかやの役割につい

て注目してゆく。

Ⅴ－１　岡谷市工業の概要

　諏訪湖の北西に位置する岡谷市をはじめとした

諏訪・岡谷地域は，周辺を山々に囲まれており，

平地面積は少ない。このことは工場の立地場所の

不足の要因となっている。工場用地が少なく，大

規模工場を建設することが困難であるという自然

的制約がある。その一方で，この地域特有の企業

家精神により，「一国一城の主」になることを望む

傾向が強い。そのため，工場規模は零細が多く，

大規模工場は少数しか存在していない。

　『岡谷の工業』によると，一般機械，電気機械，

輸送機械，精密機械の４業種に鉄鋼業，金属製品

製造業，非鉄金属製造業を加えた機械金属７業種

の２０００年従業者規模別事業所数（第３表）は，３人

以下の事業所数が３０９事業所で４６．１％を占めてお

り，９人以下の事業所になると岡谷市全体の実に
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合計３００人以上２００～２９９人１００～１９９人５０～９９人３０～４９人２０～２９人１０～１９人４～９人３人以下

��９（��１．３）－�（�－）�－�（�－）�－�（�－）�－�（�－）－�（�－）�２（２２．２）�３（３３．�３）��３（３３．�３）��１（１１．�１）鉄鋼

�１２（��１．８）－�（�－）�－�（�－）�１（８．３）－�（�－）�１（８．３）�１（�８．３）�２（１６．７）��４（３３．�３）��３（２５．�０）非鉄

１２２（�１８．２）－�（�－）�－�（�－）�１（０．８）�４（３．３）�６（４．９）�７（�５．７）１３（１０．７）�３４（２７．９）�５７（４６．７）金属

２５６（�３８．２）２（０．８）１（０．４）２（０．８）�６（２．３）�７（２．７）�９（�３．５）２３（�９．０）�６９（２７．０）１３７（５３．５）一般

１２４（�１８．５）１（０．８）－�（�－）�４（３．２）�５（４．０）�４（３．２）１０（�８．１）１７（１３．７）�４０（３２．３）�４３（３４．７）電機

�２５（��３．７）－�（�－）�－�（�－）�１（４．０）�２（８．０）�１（４．０）�３（１２．０）�５（２０．０）��２（�８．０）�１１（４４．０）輸送

１２３（�１８．３）１（０．８）１（０．８）－�（�－）��４（３．３）�２（１．６）�６（�４．９）１４（１１．４）�３８（３０．９）�５７（４６．３）精密

６７１（１００．０）４（０．６）２（０．３）９（�－）２１（３．１）２１（３．１）３８（�５．７）７７（１１．５）１９０（２８．３）３０９（４６．１）合計

（『岡谷の工業』により作成）

第３表�機械金属工業従業者規模別事業所数（２０００年）



７４．４％を占めるに至っている。このような零細工

場の卓越は土地利用にも現れており，岡谷市は住

工混在が多いことが特徴といえる。

　一般的に，住工混在は土地利用の混乱として問

題視されることが多く，全国的に工業団地・再開

発などによって住工の分離を目指す市町村は多

い。しかしながら，岡谷市の状態は，一概に土地

利用の混乱とはいえない。工業振興課での聞き取

りによると，工場で働くパート従業者の多くは，

その工場近隣に住む住民（とくに主婦層）であり，

彼女らは，住宅と工場の近接性を重視している。

たとえば，ある工場が規模拡大するにあたり郊外

もしくは市外へ移転した場合，それに伴いパート

従業者が大量に辞めてしまうということもある。

パート勤めをしながら家事や自宅にいる父母の世

話をこなさなければならない主婦にとっては，工

場が郊外に移転した場合，昼休みなどの空き時間

に用が足せなくなってしまうという理由によるも

のである。

　全規模の事業所数を合計すると，機械金属７業

種の中では一般機械が２５６事業所で３８．２％を占め，

最大となっている。次いで電気機械が１２４事業所

（１８．５％），精密機械が１２３事業所（１８．３％），金属

製品製造業が１２２事業所（１８．２％）とほぼ同数と

なっており，一般機械の卓越が見られる。岡谷市

は長らく精密機械に特化しており，１９７０年ごろに

は「東洋のスイス」とまでいわれたこともあった

が，現在では，一般機械の伸びが大きい。

Ⅴ－２　長野県の役割

１）長野県精密工業試験場

　諏訪・岡谷地域は，長野県の中でも工業の重要

地域と位置付けられている。長野県は１９５７年に岡

谷市の増栄工業（株）の跡地に「長野県精密工業

試験場（以下，精密工業試験場とする）」を設立し

た。長野県の工業試験場は全部で４施設あり，岡

谷市のほかには，戦前から設置されていた繊維試

験場が１９８５年に中小企業の技術の高度化・情報化

を目的として「長野県情報技術試験場」に変更さ

れ，松本市に設立している。また，長野県内の工

業全般の発展を目的とした「長野県工業試験場」，

長野県内の食品工業の振興を目的とした「長野県

食品工業試験場」がそれぞれ長野市に設立されて

いる。精密工業試験場が岡谷市に立地した理由と

しては，当地域が精密機械加工業の集積地であっ

たことに加え，地域内の多くの企業から「自社製

品の精度や加工状態を測定したい」という要望が

高まり，精密工業に関する試験場の設置が岡谷市

側から長野県に対して強く望まれたという経緯に

よる。

　１９５７年に設立された精密工業試験場は，当時は

製品の形状や寸法などの測定や切削などの加工技

術，メッキ加工などの化学技術等を業務の中心と

していた。しかし，１９５５年から１９６５年にかけて精

密機械工業が急激に発展し，またこの時期，日本

の工業がエレクトロニクス化していった。このよ

うな状況に対応するために，精密工業試験場には

新たに電子部が設置された。１９８９年には全国に先

駆けて「電磁環境試験場棟」が設置されている。

これは電子ノイズ規制に対応をするための技術的

課題を研究する施設である。また，同年に半導体

部が電子部から独立し，薄膜技術の応用研究を行

うようになった。このような経緯を経て，現在は

精密加工，精密測定，電子技術，薄膜技術，化学

技術の研究を行っている。

　精密工業試験場で行われているおもな業務は５

つである。

　（１）「技術相談」では現場の課題や技術開発に応

えるために，技術データの提供やアイディアの提

案などを行う。各分野の専門職員が試験場で相談

に応じ，場合によっては企業の現場に出向きアド

バイスをする訪問相談も行っている。これらの相

談は無料で受け付け，２００３年の技術相談の件数は

�４，�５１９件，訪問相談の件数は１４１件であった。

　（２）「依頼試験」は，広く一般からの依頼に応じ，

研究員が試験場の設備を用いて試験を行う。たと

えば，輸出先の国の製品規格に合わせるために，

部品の形状を正確に測定するなどの依頼がある。

これらの業務は有料であり，２００３年の依頼試験数

は１３，�００３件，およそ５，�７００万円の収入があった。
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　（３）「施設開放」は試験場の設備・機器を企業に

開放する業務である。クリーンルームや電波暗

室，無響室といった設備の他に，三次元測定器や

��放電加工機，走査型レーザ顕微鏡など高価な

機器を有料で開放している。これら機器の貸付け

時間は，２００３年で計８，�０８８時間，およそ２，�４００万円

の収入があった。

　（４）「研究開発」では，企業の技術向上をサポー

トし，アイディアを形にするための研究・開発を行

う。要望の多いテーマや先駆的なテーマを扱う特

別研究，企業や大学の申し込みにより実施される

共同研究，試験場の技術・設備を使用することによ

り，短期間で成果が期待できる場合に行われる受

託研究，基礎的な研究を行う経常研究がある。

　また，（５）「人材養成」では，最新の技術情報の提

供を行い，企業が必要とする人材の養成を行って

いる。学識研究者や専門技術者による講演会や講

習会を開催したり，長野県精密加工技術研究会や

薄膜技術研究会など多数の研究会を開催したりし

ている。また技術者を対象として，基礎技術や新

技術の習得を目的とした技術者研究を行っている。

　『長野県精密工業試験場業務報告（平成１４年

度）』によると，１９９３年から２００２年の１０年間で，施

設利用件数は４，�０６９件から６，�５７２件と，増加の傾向

―　��　―

第４表�依頼試験・施設利用および試作加工件数

第５表�地域別利用件数（２００２年）

２００２２００１２０００１９９９１９９８１９９７１９９６１９９５１９９４１９９３
１２，�３７２１４，�０２１１２，�８６８１２，�１１８１２，�２０１１２，�５５４１３，�４３８１２，�８１８１２，�４８１１３，�１２９依頼試験
�６，�５７２�６，�７４８�５，�６７０�５，�３８５�４，�６１９�４，�６３１�４，�６００�４，�８８７�４，�８０１�４，�０６９施設利用
���２１９���１２４����５６����１６����１３����１７����２９����１６����３７����１２試作加工

（『長野県精密工業試験場業務報告（平成１４年度）』，ｐ�．�１４，の表を加工）

巡回技術指導技術指導依頼試験
地域区分

割合（％）件数（件）割合（％）件数（件）割合（％）件数（件）
　３．２�１��０．０�０��１．５���１８７北　信県内
��３．２�１�１０．３�３��３．８���４７３長　野
－�０��０．０�０��０．１　��１１大　北
��９．７�３��３．４�１��７．３　�９０４佐　久
��９．７�３��０．０�０��４．５　�５５２上　小
��６．５�２��６．９�２�１１．６�１，４４０松　本
�３８．７１２�５５．２１６�３９．４�４，８７６諏　訪
�１９．４�６�１７．２�５�１６．２�２，００７上伊那
�－�０��０．０�０��０．３����３７木　曽
��９．７�３��６．９�２��６．９���８５１飯　伊
�－�０��０．０�０��８．４�１，０３４県外
１００．０３１１００．０２９１００．０１２，３７２合計

（『長野県精密工業試験場業務報告（平成１４年度）』より作成）

第６表�地域別依頼試験件数（１９９６年）

割合（％）件数（件）地域区分
��１．９���２５６北　信県内
��４．０���５３４長　野
��１．０���１３７大　北
��８．７�１，１６３佐　久
��４．０���５３２上　小
�１０．２�１，３７０松　本
�３７．７�５，０６９諏　訪
�１９．２�２，５７９上伊那
��０．０�����０木　曽
�１０．１�１，３６１飯　伊
��３．３���４３７県外
１００．０１３，４３８合計

（山本・松橋（１９９９，�．�１１９）より作成）



を示している。一方，依頼試験件数は１２，�０００件か

ら１４，�０００件の間で推移しており，ほぼ横ばいと

なっている（第４表）。２００２年の地域別依頼試験

件数をみると，諏訪地域の割合は３９．４％であり，

最大となっている（第５表）。そのほかには，上

伊那地域が１６．４％，松本地域が１１．６％であり比較

的割合が高くなっているが，諏訪地域には及ばな

い。山本・松橋����による１９９６年の状況（第６表）

と比較すると，多くの地域において，依頼試験件

数，割合ともに減少していることがわかる。この

ような状況の中で諏訪地域の件数や割合は増加し

ており，諏訪地域にとって精密工業試験場の役割

はより重要なものとなっているといえる。個別企

業では購入が難しい設備を整えた精密工業試験場

が岡谷市内に立地していることは，岡谷市の工業

にとって非常に有益である。

２）精密工業試験場の研究事例

　精密工業試験場で行われている具体的な研究

は，精密工業という特色を反映して，微小な対象

が多い。その一例として，研究開発の共同研究で

行なわれた，微小深穴加工技術の開発が挙げられ

る。

　金属を切削する際には，一般に切削機械が使用

される。岡谷市の切削では微小・微細な加工が必

要とされていた。たとえば，かつて，直径

�０．０５��，深さ１��の加工を要求されたことが

あった。このような加工は深穴加工といわれ，通

常の切削と同様にドリルを用いて行われるのであ

るが，直径０．０５��という細さのためにドリルの

刃が折れてしまうことが多い。ドリル刃が折れる

と，折れた刃が加工穴に詰まるため，材料も無駄

になってしまう。ドリル刃が折れないようにする

ためには特別な技術が必要であり，大変難しい加

工である。このような問題を解決するために行わ

れた共同研究で，ドリルにかかる反力とねじる力

の測定を常に行い，ドリルに負荷がかかった場合

に自動で停止する装置を提案し，そのためのセン

サーを開発した。このセンサーを備えた工作機械

は旋盤型微細穴加工機「�������（ビサイア）

��１０」と名付けられ，２００４年には，機械工業にか

かわる優秀な研究開発およびその成果の実用化に

よって機械工業技術の進歩・発展に著しく寄与し

たと認められる企業，大学，研究機関，研究開発

担当者に（財）機械振興協会から与えられる新機

械振興賞の「中小企業庁長官賞」を受賞した。

　また，もう一例として，超精密複合マイクロ加

工機「ロボナノ」が挙げられる。これは５方向か

ら加工できる５軸加工機の工作機械である。特徴

は，世界で初めてすべての軸受けに空気静圧軸受

けを採用している点であり，それによって，工具

や加工対象物に対し，振動や摩擦がない状態で制

御することができる。わずかな力で，細かく移動

させることが可能となり，２ナノメートル

（０．０２��）単位で加工材を動かすことができる。

ロボナノはさまざまな溝加工や自由曲面加工を，

金属やガラス，シリコンなど様々な材料に行うこ

とができる。これにより，これまで製作不可能

だった特殊な光学部品やマイクロ製品金型などが

製作できるようになった。

　たとえば，���プレーヤの光ピックアップに

用いる新光学素子が，ロボナノの導入によって作

られるようになった。現在，���と��プレーヤ

が一体となった製品がある。本来，���と��の

読み取りの際には，それぞれ専用の読み取り用

レーザ光があるため，２つの光源をどんなに近づ

けても焦点距離に差が生じる。このため共通の

ピックアップレンズを使用することはできず，プ

リズムで光を回折させる必要がある。しかし，プ

リズムを使用した場合，装置が大きくなってしま

うことに加えてコストもかかる。新光学素子は幅

５．７ナノメートル，高さ１．２ナノメートルの微細階

段形状を持った回折素子であり，���用レーザ

光を直進させ，��用レーザ光の進行方向を曲げ

ることができる。光を回折させるためには，階段

の角がシャープであることが必要であるが，薬品

を使用した従来の方法では形が崩れて角が丸みを

帯びてしまう。ロボナノを使用した場合，シャー

プな角を持つ新光学素子用の金型を製作できるの

で，必要な回折の実現が可能となった。こうして
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レーザ光を回折させるためにプリズムを使用する

必要がなくなり，プレーヤの小型化，製造コスト

の削減が実現した。

３）長野県岡谷創業支援センター

　「岡谷創業支援センター（以下，支援センターと

する）」は，１９９７年に精密工業試験場に隣設され

た。支援センターの目的は，新規創業者の支援で

あり，創業希望者は支援センターに入居すると事

務所スペースを借りることができ，またそのほか

の設備も利用できる。基本的に入居期間は３年間

とされているが，希望をすれば審査を受け，さら

に２年間の入居が可能となる。支援センターでは

技術面に関してだけでなく，財務・法律・特許な

ど専門家がおり，経済・経営面においても創業・

独立をサポートする。

　支援センターには精密工業試験場が隣接してい

るので，技術指導が直ちに，かつ気軽に受けられ

る。精密工業試験場にある高性能の設備や分析装

置を使用することも可能であるので，入居するこ

とで受けられる技術的・設備的メリットは大きい。

また聞き取りによると，入居期間中には入居者同

士や大学・公的機関との交流によってネットワー

クが形成されるので，人脈的なメリットも期待で

きる。さらには，製品を開発する際に自社で困難

な加工があれば，すぐに岡谷市内の工場に依頼す

ることが出来る点も有利である。依頼される工場

にとっても，このような依頼は良い刺激になって

いる。

　２００４年現在，支援センターに入居している支援

対象企業は１０社であり，岡谷市からは４社が入居

している（第４図）。支援センターは長野県の設

備であるために，入居企業は岡谷市内からのみと

は限らない。岡谷市のほかには塩尻市・下諏訪町・

茅野市・箕輪町からそれぞれ２社ずつ，諏訪市か

ら１社が入居している。入居企業の研究分野は，

医療・健康関連が３社，ソフトウェア・��関連が

３社，食品，通信，光学，加工技術がそれぞれ１

社である。医療関連の企業が多いのは，長野県が

「環境・医療（健康，福祉）・教育」を目的として

いるため，県の施設である支援センターへ入居す

る企業の業種にもそれが反映されていることが聞

き取りで明らかになった。

　１９９７年の開設から２００３年までに１３社が卒業して

おり，それら事業主の出身は岡谷市４名，下諏訪

市と諏訪市が１名ずつである。そのほかには松本

市・辰野市がそれぞれ１名ずつ，伊那市が２名と

なっている（第４図）。卒業企業の研究分野はソ

フトウェア・��関連が一番多く７社，事務機が２

社，化学樹脂，計測器，加工技術，設計支援がそ

れぞれ１社であった。なお，ここでいう「卒業」

とは，入居期間が満了することであり，当セン

ターでは満了を迎えた企業のことを「卒業企業」

と表現している。

Ⅴ－３　岡谷市の取組み

１）テクノプラザおかや

　岡谷市工業振興課は市役所の建物から独立し

て，岡谷駅前の「テクノプラザおかや」の中に

入っている。テクノプラザおかやは，大手企業の
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第４図�岡谷創業支援センター入居・卒業企
業の出身地（２００４年）

� （聞き取り調査により作成）



海外移転等により起こるものづくりの空洞化や，

市内中小企業全体の構造転換が迫られる中で，産

業振興の拠点となる施設の必要性にせまられ，建

設されるに至った。岡谷市工業技術振興基金およ

び経済産業省の地域産業集積活性化対策事業の支

援を得て，２００２年６月にオープンした。３階建て

で延べ床面積はおよそ２，１７１��，工事費は約�７５億

円である。

　一階には約３００��のコンクリート床のホールで

ある大研修室兼展示場があり，各種展示会や講演

会などに利用される。また，交流ロビーには市内

の工業製品や物産が展示されており，企業の商談

や交流に利用される。２階にはパソコンを使用し

て�������の研修等が行われる��支援室，商談

室，技術情報，特許情報等，岡谷市の産業に関わ

る各種情報などが無料で閲覧できる産業情報ネッ

トワークセンター・都市型異業種交流スペース，

産学連携の拠点として，岡谷市が連携を進める大

学を中心にブースが設置され各大学の概要や研究

内容を閲覧することができる産学連携支援室が設

置されている。また３階には，各種講座や小規模

の講演会，人材育成に関わる技術講習，経営者研

修等を開催するための会場として使用できる人材

育成研修室，大型の作業台や電源を備え，簡単な

作業や実験を伴う講座・研修等を開催するのに適

している実習室，異業種交流グループの活動に利

用される異業種交流スペースが設置されている。

２）岡谷市工業振興課の受注仲介活動

　岡谷市は，１９６７・６８年ごろから受注仲介事業を開

始した���。地域外からの受注を獲得するために積

極的な営業活動を市役所が行い，大手企業と中小

企業を繋ぐコーディネーターの役割を担っている。

受注先からの図面を見て，どの事業所ならば製作

可能かを市側が検討し，製作可能と思われる加工

業者に見積もりを依頼する。この後の交渉は企業

同士のみで行われ，市は関与しない。このような

形式での仲介は，市内のどの事業所がどのような

技術を持っているのかを，工業振興課がよく把握

しているからこそ可能となっているものである。

　このような活動による工業振興課の受注先の立

地位置を，１９９７年から２００３年の期間において，年

別に見てみる。ただし，２０００年については，テク

ノプラザおかや新設に伴う工業振興課の移転の際

に，データの一部が欠損している。しかしなが

ら，受注先の傾向をつかむことは可能であると判

断し，使用した。

　１９９７年の受注数は極端に少なくなっているた

め，受注先の傾向はやや読み取りにくい。だが，

２０００年までの期間は，九州地方や中国地方からの

受注がわずかに確認されるが，全体としては中部

地方および関東方面からの受注が中心であるとい

える（第５図）。地域別件数を見てみると（第７

表），１９９８年と１９９９年において，中部地方からの

受注数は５０％弱，関東地方の割合は４０％前後と

なっている。中部地方からの受注には，岡谷市内

と長野県内からの受注が含まれるために，件数が

当然多くなる。実際，第５図をみると，岡谷市内

からの受注件数が圧倒的に多いことがわかる。
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第７表�岡谷市工業振興課の地域別受注数

２００３２００２２００１２０００１９９９１９９８１９９７
�０（��０．０）�０（��０．０）�０（��０．０）�０（��０．０）�０（��０．０）�１（��１．２）�１（��５．９）東北地方
１５（�２８．８）１５（�４４．１）１７（�３６．２）�８（�４４．４）３７（�４２．０）３２（�３９．５）１５（�８８．２）関東地方
�１（��１．９）�０（��０．０）�０（��０．０）�０（��０．０）�０（��０．０）�０（��０．０）�０（��０．０）北陸地方
２０（�３８．５）１８（�５２．９）１８（�３８．３）�９（�５０．０）４７（�５３．４）４２（�５１．９）�０（��０．０）中部地方
１６（�３０．８）�０（��０．０）�７（�１４．９）�１（��５．６）�３（��３．４）�１（��１．２）�１（��５．９）近畿地方
�０（��０．０）�１（��２．９）�４（��８．５）�０（��０．０）�１（��１．１）�１（��１．２）�０（��０．０）中国地方
�０（��０．０）�０（��０．０）�１（��２．１）�０（��０．０）�０（��０．０）�４（��４．９）�０（��０．０）九州地方
５２（１００．０）３４（１００．０）４７（１００．０）１８（１００．０）８８（１００．０）８１（１００．０）１７（１００．０）合計

注）２０００年のデータに欠損あり．　　　　　　　　　　　　　　　　　　�（岡谷市工業振興課資料より作成）



　２００１年以降は，大阪府や兵庫県からの受注件数

が次第に増加していることが特筆される（第６

図）。２００２年は受注件数全体が少なく，近畿地方

からの受注は確認できないが，２００３年では近畿地

方からの受注数が増加している。これは，おもに

大阪市からの受注が増加したことによるものであ

る。２００３年の近畿地方からの受注割合は３０．８％と

なっており，それまでと比べて大幅に増加してい

る。この割合は，関東地方より多く，中部地方に
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第６図�工業振興課市町村別受注件数
� （２００１�２００３年）
� （岡谷市工業振興課資料より作成）

第５図�工業振興課市町村別受注件数
� （１９９７�２０００年）
� 注）２０００年のデータに欠損あり

� （岡谷市工業振興課資料より作成）



匹敵するほどである。

　特徴的なのは，群馬県高崎市からの受注であ

り，毎年何件かの受注が確認できる。高崎市のほ

かには，毎年受注がなされている特定の地域はみ

られない。なぜ毎年高崎市からの受注件数が多い

のかは，今回明らかにはできなかった。１９９７年か

ら２００３年を通してみると，工業振興課への依頼は

特定の市町村からというよりも，毎年異なる多様

な地域から来ているといえる。このような傾向

は，初回の仲介以降は工業振興課を通さずに受発

注が行われるためと考えられる。すなわち，工業

振興課は地域内外の企業が岡谷市の事業所に対し

て新規に発注先を探す際，スムースに発注先を見

つける手助けとなっており，窓口的役割を果たし

ているといえる。岡谷市工業振興課の仲介活動は

地域への受注件数を確保するというよりも，今ま

で受注をしていなかった事業が岡谷市の企業へ発

注しやすくする状況を作り出すことで，新規受注

先を創出するという役割が大きい。

　中小企業連関の広域化が指摘されている現在の

状況では，地域外に向けた営業活動は不可欠であ

る。しかしながら実際は，事業所の大多数を占め

ている中小企業が自ら営業活動を行うことは困難

である。そのような役割を工業振興課が担うこと

で，岡谷市は広域からの受注を獲得し，工業集積

地としての地位を保っているといえよう。

３）DTF 研究会

　岡谷市内には多数の中小企業グループが設立さ

れている。たとえば，岡谷市の製造業の次世代を

担う後継者の集団である「����（岡谷市次世代

経営者研究会）」，難削材の加工研究・デバイス開

発を目的とした研究グループである「コバール研

究会」，ハイテク各業界に欠くことの出来ない精

密加工部品の供給および技術サポートを行う

「����」などである。

　本節では，異業種交流グループ「デスクトップ

ファクトリー（���）研究会」を取りあげる。���

とは１９８０年代から，マイクロマシン，マイクロ

ファクトリーと共に注目されるようになった概念

であり，文字通り「机の上に乗るくらいの小さな

機械や工場」を指す。かねてより，岡谷市が得意

とする微細な加工や製品を製造するには，使用す

る機械も超小型化する必要があるのではないかと

いう意見があった。また，加工機械の小型化に

よって，今まで加工により９０％を捨てていた原料

が少量で済むようになる。このような���導入

による経済性の向上や省エネルギー性を志向し，

���研究会は２０００年に設立された。���研究会

参加メンバーは２０グループであり，その中には企

業のほかに，岡谷市工業振興課や精密工業試験

場，産業技術総合研究所，関東経済産業局が加

わっている。

　���研究会は，超小型の工作・加工機械の開

発，またその普及による技術と知識の集積を目的

としている。岡谷市工業の得意とする精密切削加

工は微小・微細なものが大部分である。従来の大

型の工作機械を使用すると，原料の大きさや工作

機械を設置するスペースが，製品の小ささに比べ

て余分に必要となる。このために，工場用地の乏

しい岡谷市では，工場用地の確保・拡大が困難と

なっている。また，機械を小型化し省スペース化

が実現できれば，切削やメッキなどの作業が同一

工場内で一貫してできるため，より短納期が可能

となることが見込まれる。�３サイズの工作機械

（多機能ターニングセンター）はすでに完成してお

り，岡谷市工業振興課は，それを持って機械要素

技術展などに参加している。小型の機械開発およ

びその実用化によって，狭い土地でも工場の操業

が可能となり，諏訪湖のほとりという工場用地の

確保が難しい状況を克服し，岡谷市からの工場流

出を抑えられるのではないかと，工業振興課では

期待している。

　以上，本章で見てきたように，岡谷市の工業で

は行政の果たす役割が大きい。もちろん，ほかの

工業地域でも行政の役割は大きいのではあるが，

県の施設が設置され，早くから工業振興課が独立

している地域というのは珍しく，工業集積地岡谷

は地域と行政が協力しあい，工業振興に取り組ん

でいることがうかがえる。

　しかしながら，今回の調査では企業側からの調
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査が行えなかったため，行政の活動が企業の実際

の要望にどこまで応えられているのかは明らかに

できなかった。岡谷市で多数を占めている中小零

細企業を取り巻く問題，すなわち，土地の不足や

住工混在，後継者不足，受注の獲得などをいかに

して解消してゆくべきかを考えるためにも，企業

の意見を聞くことが必要である。この点は今後の

課題としたい。

Ⅵ　おわりに

　本稿では，岡谷市のとくに工業に注目して，その

変遷と現在の状況，ならびに行政の役割をみてき

た。それをまとめると，以下のように要約できる。

　近世において早くから製糸業が盛んであった岡

谷市は，第２次世界大戦期の疎開工場の立地によ

り機械工業化していった。戦後，これらの工場を

中心として精密機械工業が大きく発展した。ま

た，工業統計の分析では，事業所数の割合につい

て７０年代の精密工業の減少と一般機械の大幅な増

加が見て取れた。このことは岡谷市の工業集積の

質的な変化を示している（第Ⅱ章）。

　地図に記載される工場を時間・空間的に分類す

ると，次のような特色がみられた。すなわち，（１）

第２次世界大戦以前から岡谷市内で存続するも

の，（２）第２次世界大戦中に岡谷市外から疎開し

たもの，または，疎開企業が発展した金属機械工

業，（３）第２次世界大戦後に岡谷市内で独立した

金属機械工業，（４）第２次世界大戦後に岡谷市外

（おもに諏訪地域）で創業し，経済の高度成長期以

降，岡谷市内に工場を移転・建設したもの，（５）

近年，岡谷市外へ移転したものである（第Ⅲ章）。

　岡谷市中心市街地の土地利用をみると，製糸工

場の立地を起源とする広大な工場用地が，他業種

の工場または商業用地に，あるいは分割され住宅

地や中小の小工場用地に転用されている。岡谷市

市街地の景観は，住工混在や工場敷地起源の広大

な区画の存在によって特徴づけることができる。

また，１９９０年代に行われた大型商業施設の誘致に

よる市街地再開発は，消費者の自動車によるアク

セシビリティへの高い店舗への志向等の影響によ

り，苦戦を強いられている（第Ⅳ章）。

　行政の役割に注目すると，精密機械工業の発展

により岡谷市は県レベルで重要視されており，長

野県精密工業試験場や長野県岡谷創業支援セン

ターの立地がみられる。また市レベルでみても，

早くから工業振興課が単独で設置され，受注仲介

業務を行ってきたことは特筆に値するであろう。

受注先の立地位置は長野県内や関東方面からの受

注が多いが，近年は大阪を中心とした関西方面か

らの受注数も増加してきており，受注範囲の広域

化が明らかになった（第Ⅴ章）。

　１９８０年代半ばの円高により，わが国の工業にお

いては，アジア地域を中心とした海外への工場移

転が進行し，コスト面での競争は国内のみならず

国際間においても激化している。また，１９９０年代

に入ると不況はさらに深刻化し，産業の海外移

転・空洞化という事態に直面した。このような状

況に直面し，岡谷市の機械工業は，地域と行政が

協力しており「岡谷モデル」�����とまでいわれてい

る。また，多くの中小企業グループも結成されて

おり，新たな技術を身に付け，完成品製造を目指

し，かつての「単なる下請」という性質を変化さ

せている。もちろん，このような変化は，岡谷市

工業に限ったことではなく，工業地理学において

は多くの事例が報告されている。しかしながら，

岡谷市の場合，関東や関西といった大都市工業地

域への交通利便性や上記のような充実した行政の

協力体制の存在が有利な点として挙げられる。

　以上から，岡谷市の工業は地理的および政策的

に恵まれている状況にあるといえる。ほかの地域

にはない精密工業試験場や創業支援センターの存

在により，岡谷市工業のポテンシャルは高く，ま

た，工業振興課の活動により機械工業のネット

ワークは広域に及んでいる。しかしながら，行政

活動については諏訪市・下諏訪町や塩尻市などを

含めた周辺地域との一貫した協力体制はとられて

いない。２０００年代に入り，ますます厳しさを増す

わが国工業において，岡谷市が工業集積地として

生き残るためには，山本・松橋����が述べているよ

うに，市内のみならず周辺地域との強い連携が必
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要となってこよう。そのような行政間の新たな協

力関係の構築により，岡谷市の持つ機械工業集積

地としての利点が，より一層生かされるのではな

いだろうか。
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　本研究の現地調査に際して，岡谷市役所経済部工業振興課の宮坂征憲氏，工業技術振興参事の中沢　晃
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末筆ながら，以上の皆様に記して厚く感謝を申しあげます。
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